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の
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向
性

一　

本
稿
の
目
的
と
議
論
の
現
況

（
1
）　

本
稿
の
目
的

近
時
、
典
型
契
約
類
型
の
意
義
に
つ
い
て
、「
契
約
問
題
に
臨
む
法
的
思
考
枠
組
み
と
い
う
観
点
（
（
（

」
か
ら
、
こ
れ
を
積
極
的
に
評
価
し

て
い
く
こ
と
が
、
有
力
に
主
張
さ
れ
て
い
る（（
（

。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
典
型
契
約
類
型
は
、
伝
統
的
に
、
実
際
の
契
約
の
内
容
が
不
明
瞭
な
い

し
不
完
全
な
場
合
に
こ
れ
を
補
う
た
め
の
解
釈
基
準
を
提
供
す
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
て
き
た
が（（
（

、
こ
の
よ
う
な
機
能
と
は
別
に
、
典
型
契
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約
類
型
に
つ
い
て
、
契
約
関
係
の
形
成
、
契
約
内
容
の
確
定
、
契
約
の
解
釈
な
ど
の
契
約
問
題
を
法
的
に
構
成
す
る
た
め
の
準
拠
枠
を
設

定
し
、
契
約
問
題
に
関
す
る
法
的
な
議
論
・
了
解
を
可
能
に
す
る
機
能
（
準
拠
枠
設
定
機
能
）、
お
よ
び
、
社
会
に
お
い
て
合
理
的
な
内
容

と
し
て
認
知
さ
れ
た
契
約
内
容
を
提
示
し
、
契
約
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
具
体
的
な
基
準
を
与
え
る
機
能
（
内
容
形
成
機
能
）
が
あ
る
こ

と
を
認
め
、
こ
の
機
能
を
重
視
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
立
場
で
は
、
法
律
上
類
型
と
し
て
規
定
が
さ
れ
て
い
な
い
、
い
わ

ゆ
る
非
典
型
契
約
の
扱
い
に
関
し
て
は
、
契
約
に
含
ま
れ
る
典
型
契
約
類
型
は
何
か
と
い
う
法
的
性
質
決
定
を
通
じ
て
指
し
示
さ
れ
る
典

型
契
約
類
型
の
規
定
群
が
、
参
照
さ
れ
る
べ
き
こ
と
と
な
ろ
う
。

こ
う
し
た
中
、
非
典
型
契
約
の
代
表
例
と
さ
れ
る
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約（（
（

を
め
ぐ
る
紛
争
の
解
決
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
法
的
性
質

決
定
に
よ
っ
て
参
照
と
さ
れ
る
べ
き
典
型
契
約
類
型
が
あ
る
か
、
そ
れ
が
あ
る
と
し
て
ど
の
よ
う
に
参
照
さ
れ
る
べ
き
か
、
検
討
に
値
す

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
を
め
ぐ
る
現
実
の
紛
争
場
面
に
お
い
て
法
的
性
質
決
定
が
実
際
的
意
義
を
発
揮
す
る
場
合
が
あ
る
か

を
検
討
す
る
こ
と
を
最
終
的
な
目
標
と
し
つ
つ
も
、
そ
の
前
提
作
業
と
し
て
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
は
ど
の
よ
う
な
法
的
性
質
を
有
す

る
か
を
、
ド
イ
ツ
の
議
論
を
基
礎
に
し
て
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
本
稿
は
、
具
体
的
帰
結
か
ら
は
切
り
離
し
て
、
法
的
性
質
そ

れ
自
体
を
め
ぐ
る
議
論
を
整
理
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
く
。
法
的
性
質
決
定
か
ら
導
か
れ
る
実
際
的
・
具
体
的
帰
結
は
、
別
稿
で
論
じ
る

予
定
で
あ
る
。

（
2
）　

議
論
の
現
況

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
に
つ
い
て
は
、
確
定
的
な
定
義
は
な
く
種
々
の
定
義
の
試
み
が
あ
る
が（（
（

、
つ
ぎ
の
定
義
が
代
表
的
で
あ
る（（
（

。
す
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フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
法
的
性
質
（
総
論
的
考
察
）（
髙
田
）

な
わ
ち
、「
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
と
は
、
事
業
者
（『
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
』
と
呼
ぶ
）
が
、
他
の
事
業
者
（『
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
』
と
呼
ぶ
）
と

の
間
に
契
約
を
結
び
、
自
己
の
商
標
、
サ
ー
ビ
ス
・
マ
ー
ク
、
ト
レ
ー
ド
ネ
ー
ム
、
そ
の
他
の
営
業
の
象
徴
と
な
る
標
識
、
お
よ
び
経
営

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
用
い
て
、
同
一
の
イ
メ
ー
ジ
の
下
に
商
品
の
販
売
そ
の
他
の
事
業
を
行
う
権
利
を
与
え
、
一
方
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
は

そ
の
見
返
り
と
し
て
一
定
の
対
価
を
支
払
い
、
事
業
に
必
要
な
資
金
を
投
下
し
て
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
指
導
お
よ
び
援
助
の
下
に
事
業

を
行
う
両
者
の
継
続
的
関
係
を
い
う
」。
こ
の
定
義
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
た
め
の
流
通
組
織
が
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ

ズ
チ
ェ
ー
ン
な
い
し
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
こ
れ
を
形
成
す
る
た
め
の
契
約
が
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
が
標
準
的
に
備
え
て
い
る
要
素
と
し
て
、
つ
ぎ
の
も
の
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（（
（

。
す
な
わ
ち
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ

ザ
ー
か
ら
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
に
対
し
、
営
業
の
象
徴
と
な
る
標
章
の
使
用
が
許
諾
さ
れ
、
事
業
経
営
の
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
提
供
さ
れ
、

店
舗
運
営
の
た
め
の
指
導
・
援
助
が
提
供
さ
れ
（
こ
れ
ら
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
か
ら
付
与
な
い
し
提
供
さ
れ
る
、
標
章
、
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
、
指
導
援

助
の
知
的
財
貨
な
い
し
給
付
を
総
称
し
て
、「
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
と
い
う
用
語
が
用
い
ら
れ
る
（
（
（
。）、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
は
、
こ
れ
に

対
し
て
対
価
を
支
払
い
、
同
時
に
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
利
用
す
る
義
務
を
負
う
。

こ
の
よ
う
な
要
素
を
備
え
る
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
法
的
性
質
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
多
い（（
（

。
す
な
わ
ち
、
フ
ラ

ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
は
、
法
律
上
類
型
と
し
て
規
定
が
さ
れ
て
い
な
い
非
典
型
契
約
な
い
し
無
名
契
約
で
あ
っ
て
、
典
型
契
約
を
組
合
わ
せ

た
混
合
契
約
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
第
一
に
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
が
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
に
そ
の
標
章
を
使
用
す
る
権
利
を
付
与
し
、

経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
し
、こ
れ
に
対
し
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
が
統
一
的
な
イ
メ
ー
ジ
の
下
に
商
品
の
販
売
等
の
事
業
を
行
う
こ
と
か
ら
、

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
を
委
任
者
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
を
受
任
者
と
す
る
準
委
任
契
約
の
性
質
が
あ
り
、
第
二
に
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー

が
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
に
対
し
て
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
や
標
章
の
使
用
の
対
価
と
し
て
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
を
支
払
っ
て
い
る
と
い
う
点
に
着
目
す
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る
と
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
を
い
わ
ば
賃
貸
人
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
を
賃
借
人
と
す
る
賃
貸
借
契
約
と
し
て
の
性
質
も
有
し
て
い
る
と

い
え
る
。
第
三
に
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
が
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
に
対
し
、
商
品
や
原
料
を
供
給
し
て
い
る
点
を
捉
え
る
と
、
売
買
契
約

と
し
て
の
側
面
も
あ
る
、
と
い
う（（（
（

。

こ
れ
に
対
し
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
を
、
独
自
の
種
類
の
〔sui generis

〕
契
約
で
あ
る
と
す
る
見
解
も
あ
る
。
こ
の
立
場
で
は
、

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
は
「
典
型
契
約
の
一
つ
で
は
な
い
し
、こ
れ
ら
を
組
み
あ
わ
せ
た
混
合
契
約
で
す
ら
な
い
」。
同
契
約
の
「
本
質
は
、

民
商
法
の
典
型
契
約
で
は
と
ら
え
き
れ
な
い
独
自
の
契
約
類
型
で
あ
る
と
こ
ろ
に

（
（（
（1
（（
（
あ
る
」。

こ
れ
ら
の
議
論
に
お
い
て
、法
的
性
質
決
定
に
よ
り
ど
の
よ
う
な
具
体
的
帰
結
が
導
か
れ
る
か
が
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
極
め
て
少
な
く
、

法
的
性
質
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
総
じ
て
低
調
で
あ
る（（（
（

。

以
上
の
状
況
に
比
し
て
、
ド
イ
ツ
で
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
、
後
述
の
よ
う
に
活
発
な
議
論
が
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
背
景
に
は
、
ド
イ
ツ
に
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
も
包
摂
さ
れ
る
中
間
流
通
契
約
の
一
般
に
つ
い
て
類
推
適
用
が
論
じ
ら
れ

て
い
る
ド
イ
ツ
商
法
（
以
下
、
Ｈ
Ｇ
Ｂ
と
表
記
す
る
。）
の
規
定
が
あ
る
こ
と
や
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
と
共
通
す
る
要
素
を
持
つ
と
さ
れ

る
特
約
店
契
約
を
め
ぐ
る
判
例
準
則
が
確
立
し
て
い
こ
と
が
あ
る（（（
（

。
こ
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
に
特
有
の
背
景
が
あ
る
こ
と
は
十
分
に
意
識
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
の
、
上
述
の
よ
う
に
、
法
的
性
質
決
定
論
を
非
典
型
契
約
に
お
け
る
紛
争
解
決
の
基
準
と
し
て
活
用
す
る
べ
き

で
あ
る
と
い
う
主
張
が
強
め
ら
れ
る
中
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
法
的
性
質
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
日
本
に
お
け
る
解
釈
論
を
考
え
る
と
き
に
も
、

大
い
に
参
考
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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二
一
七

（
3
）　

本
稿
の
構
成

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
に
含
ま
れ
る
契
約
類
型
で
あ
っ
て
、
同
契
約
に
と
っ
て
本
質
的
意
義
を
も
つ
契
約
類
型
要
素
で
あ
る
と
考
え
う

る
も
の
と
し
て
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
多
く
の
見
解
が
挙
げ
る
の
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
を
事
務
処
理
者
と
す
る
雇
用
契
約
的
事
務
処
理

契
約
の
要
素
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
を
労
務
給
付
義
務
者
と
す
る
単
純
な
独
立
的
雇
用
契
約
の
要
素
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
に
よ
る
標
章

等
知
的
財
産
権
・
ノ
ウ
ハ
ウ
の
使
用
許
諾
に
関
す
る
要
素
の
三
つ
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
便
宜
上
、
本
稿
で
は
、
先
に
、
こ
の
三
つ
の
要
素

を
め
ぐ
る
議
論
状
況
を
概
観
し
、
そ
の
後
、
個
別
の
見
解
を
紹
介
し
て
い
く
こ
と
と
す
る（（（
（

。
も
っ
と
も
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
法
的

性
質
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
ド
イ
ツ
民
法
（
以
下
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
と
表
記
す
る
。）
に
お
け
る
労
務
給
付
を
内
容
と
す
る
契
約
の
分
類
を
踏
ま
え
な
け

れ
ば
う
ま
く
見
通
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
初
め
に
こ
の
点
の
整
理
を
行
う
。
そ
の
後
、
上
記
三
つ
の
要
素
に
関
す
る
整
理
を
経
て
、

法
的
性
質
に
関
す
る
各
見
解
お
よ
び
裁
判
例
を
紹
介
検
討
す
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
議
論
状
況
は
極
め
て
複
雑
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
つ

つ
も
、
こ
れ
を
整
理
す
る
た
め
の
視
点
と
し
て
、
当
事
者
が
実
現
し
よ
う
と
し
た
「
契
約
目
的
」
が
適
切
に
考
慮
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う

視
点
を
挙
げ
、
各
説
を
、
こ
の
観
点
か
ら
整
理
す
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
そ
の
整
理
を
踏
ま
え
て
、
日
本
法
に
基
づ
く
法
的
性
質
決
定
の

方
向
性
を
探
る
。

こ
の
方
向
性
を
進
展
さ
せ
具
体
化
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
法
的
性
質
決
定
に
ど
の
よ
う
な
実
際
的
意
義
が
あ
る
か
を
検
討
し
、
か
つ

日
本
法
を
前
提
と
し
た
法
的
性
質
決
定
の
あ
り
方
を
探
求
す
る
作
業
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
予
定
し
て
い
る
。
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二　

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
に
含
ま
れ
う
る
三
つ
の
契
約
類
型

（
1
）　

Ｂ
Ｇ
Ｂ
に
お
け
る
労
務
給
付
契
約
の
分
類（（（
（

日
本
法
で
は
、
労
務
給
付
を
内
容
と
す
る
契
約
に
お
い
て
、
労
務
給
付
義
務
者
に
、
労
務
給
付
遂
行
に
お
け
る
自
主
性
な
い
し
裁
量
が

あ
る
と
き
、
そ
の
契
約
は
、
委
任
契
約
（
な
い
し
準
委
任
契
約
）
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
相
手
方
が
労
務
給
付
義
務
者
に
対
し
て
指
揮
命
令
権

を
有
す
る
と
き
は
、
雇
用
契
約
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る（（（
（

。

Ｂ
Ｇ
Ｂ
は
、
労
務
給
付
契
約
に
関
し
て
こ
れ
と
大
き
く
異
な
る
分
類
を
採
用
し
て
い
る
の
で
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
に
お
け
る
分
類
を
概
観
し
、
二

つ
の
重
要
な
注
意
点
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

ア　

Ｂ
Ｇ
Ｂ
に
お
け
る
分
類

ド
イ
ツ
民
法
は
、
委
任
契
約
を
無
償
の
も
の
に
限
り
、
有
償
の
委
任
契
約
を
契
約
類
型
と
し
て
認
め
な
い
と
い
う
立
場
を
採
用
し
て
お

り
、
し
た
が
っ
て
、
結
果
発
生
を
契
約
内
容
と
し
な
い
労
務
給
付
契
約
の
う
ち
、
無
償
の
も
の
が
委
任
契
約
〔A

uftragsvertrag

〕
に

位
置
づ
け
ら
れ
、
有
償
の
も
の
は
、
す
べ
て
、
労
務
給
付
義
務
者
の
独
立
性
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
雇
用
契
約
〔D

ienstvertrag

〕
に

位
置
づ
け
ら
れ
て

（
（（
（1
（（
（

い
る
。た
と
え
ば
、医
師
と
の
診
療
契
約
や
弁
護
士
に
依
頼
を
す
る
契
約
も
、受
託
内
容
の
高
度
な
専
門
性
に
関
わ
ら
ず
、

雇
用
契
約
に
該
当
す
る
。
そ
し
て
、
ド
イ
ツ
法
で
は
、
雇
用
契
約
は
大
き
く
二
つ
に
分
け
ら
れ
て
い
る（（（
（

。
一
方
で
、
雇
用
契
約
の
中
で
も

労
務
給
付
義
務
者
（
労
働
者
）
に
従
属
性
が
あ
る
も
の
は
、
労
働
法
の
適
用
を
受
け
る
労
働
契
約
〔A

rbeitsvertrag

〕
と
し
て
位
置
づ



二
一
九

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
法
的
性
質
（
総
論
的
考
察
）（
髙
田
）

け
ら
れ
る（（（
（

。
他
方
で
、
労
務
給
付
義
務
者
が
独
立
性
を
有
す
る
労
務
給
付
契
約
は
、
労
働
法
の
適
用
が
な
い
雇
用
契
約
（
独
立
的
雇
用
契
約

〔selbstständiger  

（unabhängiger

）Dienstvertrag

（
（（
（
〕）
と
し
て
労
働
契
約
と
区
別
さ
れ
て
い
る
。
医
師
と
の
診
療
契
約
や
弁
護
士
へ
の
依
頼

の
契
約
は
こ
れ
に
該
当
す
る
。

独
立
的
雇
用
契
約
は
、
さ
ら
に
二
つ
に
分
か
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
独
立
的
雇
用
契
約
に
あ
た
る
場
合
に
お
い
て
、
労
務
給
付
義
務
者
が

Ｂ
Ｇ
Ｂ
六
七
五
条
一
項
に
い
う
事
務
処
理
（
狭
義
の
事
務
処
理
）
を
引
き
受
け
て
い
る
と
き
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
六
七
五
条
一
項
に
基
づ
き
、
委
任

契
約
の
規
定
の
一
部
（
以
下
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
六
七
五
条
一
項
に
よ
っ
て
雇
用
契
約
に
準
用
さ
れ
る
委
任
契
約
の
規
定
を
、「
事
務
処
理
契
約
規
定
」
と
呼
ぶ
こ

と
に
す
る
。）
が
準
用
さ
れ
る
、
事
務
処
理
を
目
的
と
す
る
雇
用
契
約
（
本
稿
で
は
、
以
下
、「
雇
用
契
約
的
事
務
処
理
契
約
」
と
呼
ぶ
。）
に
該
当

す
る
。
判
例
に
よ
れ
ば
、
狭
義
の
事
務
処
理
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
「
事
務
委
託
者
の
利
益
を
擁
護
す
る
た
め
の
、
経
済
的
性
質
の
あ

る
独
立
的
活
動
」
の
引
受
け
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（（（
（

。

こ
の
雇
用
契
約
的
事
務
処
理
契
約
は
、
事
務
処
理
契
規
定
の
準
用
の
点
で
、
同
じ
独
立
的
雇
用
契
約
で
あ
る
も
の
の
Ｂ
Ｇ
Ｂ
六
七
五
条

一
項
の
適
用
を
受
け
な
い
雇
用
契
約
（
以
下
、
本
稿
で
は
、「
単
純
な
独
立
的
雇
用
契
約
」
と
呼
ぶ
。（

（（
（

）
と
区
別
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
雇
用

契
約
事
務
処
理
契
約
は
、
日
本
法
で
は
有
償
委
任
契
約
に
該
当
す
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
狭
い
概
念
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
日
本
法
の
解
釈

で
は
、
事
務
受
託
者
に
独
立
性
が
あ
れ
ば
、
利
益
擁
護
の
性
質
や
経
済
的
性
質
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
委
任
契
約
に
該
当
す
る
と
解
さ
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
の
有
償
委
任
契
約
に
あ
た
る
も
の
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
で
は
、
労
働
法
の
適
用
が
な
く
、
事
務
処
理
を
目
的

と
す
る
も
の
に
も
あ
た
ら
な
い
雇
用
契
約
（
単
純
な
独
立
的
雇
用
契
約
。
た
と
え
ば
、
医
師
と
の
診
療
契
約
、
家
庭
教
師
を
雇
う
契
約
。）
か
、
ま

た
は
、
労
働
法
の
適
用
が
な
く
、
事
務
処
理
契
約
規
定
の
適
用
が
あ
る
雇
用
契
約
的
事
務
処
理
契
約
（
た
と
え
ば
、
弁
護
士
や
税
理
士
に
依

頼
を
す
る
契
約
。）
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
る
。



二
二
〇

以
上
の
分
類
の
下
で
、
ど
の
条
文
が
、
単
純
な
独
立
的
雇
用
契
約
・
雇
用
契
約
的
事
務
処
理
契
約
に
適
用
さ
れ
る
か
を
主
な
も
の
に

限
っ
て
概
観
し
て
お
く
。
両
者
と
も
独
立
的
雇
用
契
約
に
該
当
す
る
の
で
、
雇
用
契
約
に
関
す
る
規
定
の
う
ち
、
労
働
契
約
に
だ
け
適
用

さ
れ
る
も
の
を
除
き
、
す
べ
て
適
用
さ
れ
る
。
こ
れ
に
属
す
る
主
な
も
の
は
、
報
酬
（
六
一
二
条
、
六
一
四
条
）、
権
利
義
務
の
一
身
専
属

性
（
六
一
三
条
）、
安
全
配
慮
義
務
（
六
一
八
条
）、
期
間
満
了
に
よ
る
契
約
終
了
（
六
二
〇
条
）、
通
常
の
解
約
（
六
二
一
条
）、
特
別
の
解
約

（
六
二
六
条
）
に
関
す
る
各
規
定
で
あ
る（（（
（

。
さ
ら
に
、
雇
用
契
約
的
事
務
処
理
契
約
は
、
六
七
五
条
一
項
所
定
の
事
務
処
理
契
約
規
定
の
適

用
を
受
け
る
。
こ
れ
に
属
す
る
主
な
規
定
は
、
事
務
委
託
者
の
指
示
権
限
（
六
六
五
条
）、
事
務
処
理
者
の
報
告
義
務
（
六
六
六
条
）、
事
務

処
理
者
の
引
渡
義
務
（
六
六
七
条
）、
事
務
委
託
者
の
費
用
償
還
義
務
（
六
七
〇
条
）、
当
事
者
の
死
亡
時
に
お
け
る
契
約
の
存
続
性
（
六
七
二

条
、
六
七
三
条
）
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

イ　

注
意
を
要
す
る
点

労
務
給
付
契
約
の
分
類
法
の
点
で
日
本
法
と
の
間
に
こ
の
よ
う
な
大
き
な
違
い
が
あ
る
の
で
、
つ
ぎ
の
点
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

第
一
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
で
雇
用
契
約
と
し
て
識
別
さ
れ
る
基
準
は
、
結
果
発
生
ま
で
は
契
約
内
容
と
し
な
い
労
務
給
付
を
行
う
債
務
が
生
じ

て
い
る
こ
と
、
か
つ
、
そ
れ
に
対
し
て
対
価
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
の
二
点
だ
け
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
労
務
給
付
請
求
権
者
が
労
務
給

付
義
務
者
に
対
し
て
、
労
務
給
付
に
関
す
る
詳
細
な
指
揮
命
令
権
限
を
有
し
て
い
な
い
も
の
で
も
、
雇
用
契
約
と
し
て
認
め
ら
れ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
後
述
の
議
論
と
の
関
係
で
敷
衍
す
れ
ば
、
ド
イ
ツ
で
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
に
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
を
事
務
処

理
者
と
す
る
雇
用
契
約
的
事
務
処
理
契
約
の
性
質
を
認
め
る
見
解
が
支
配
的
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
決
し
て
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
が
労

働
者
と
同
様
の
義
務
・
拘
束
を
課
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、
労
働
法
規
定
な
い
し
労
働
者
保
護
法
理
の
適
用
を
主
張
す
る
も
の
で



二
二
一

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
法
的
性
質
（
総
論
的
考
察
）（
髙
田
）

は
な
い（（（
（

。
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
に
こ
の
性
質
を
認
め
る
こ
と
が
意
味
す
る
の
は
、
同
契
約
に
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
を
受
任
者
と
す
る

（
日
本
法
で
言
う
と
こ
ろ
の
）
有
償
委
任
契
約
の
性
質
が
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
が
利
益
擁
護
義
務
（
後
述
）
を
負
う
こ

と
の
二
点
に
限
ら
れ
、
こ
れ
以
上
の
意
味
を
何
ら
も
た
な
い（（（
（

。

第
二
の
注
意
点
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
で
は
、
日
本
法
で
は
有
償
委
任
契
約
に
分
類
さ
れ
る
も
の
が
、
雇
用
契
約
的
事
務
処
理
契
約
と
単
純
な
独

立
的
雇
用
契
約
に
分
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
分
類
は
日
本
法
に
は
存
し
な
い
が
、
両
者
の
実
際
的
な
扱
い
は

大
き
く
異
な
り
、
前
者
に
は
事
務
処
理
契
約
規
定
が
準
用
さ
れ
、
か
つ
、
利
益
擁
護
義
務
の
発
生
が
認
め
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
後
者
に

は
こ
れ
ら
の
扱
い
が
な
い（（（
（

。
日
本
法
に
は
、
利
益
擁
護
義
務
や
経
済
的
性
質
の
存
否
を
基
準
に
し
て
有
償
委
任
契
約
を
分
類
す
る
こ
と
は

行
わ
れ
て
い
な
い
の
で
、
注
意
を
要
す
る
。

（
2
）　

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
を
事
務
処
理
者
と
す
る
雇
用
契
約
的
事
務
処
理
契
約
の
要
素

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
に
含
ま
れ
る
契
約
類
型
と
し
て
多
く
の
見
解
が
挙
げ
る
三
つ
の
要
素
の
う
ち
、
は
じ
め
に
「
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ

ジ
ー
を
事
務
処
理
者
と
す
る
雇
用
契
約
的
事
務
処
理
契
約
の
要
素
」
を
取
り
上
げ
る
。
な
お
、
以
下
の
法
的
性
質
を
め
ぐ
る
議
論
に
お
い

て
は
、「
主
要
義
務
」「
主
要
的
給
付
義
務
」
が
何
か
が
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は
、
一
般
に
、「
主
要
義
務
」「
主
要
的
給
付
義

務
」
が
、
契
約
の
法
的
性
質
を
決
定
づ
け
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
法
的
性
質
を
め
ぐ
る
議
論
で

も
、
し
ば
し
ば
、
ま
ず
、
契
約
に
お
い
て
何
が
主
要
義
務
に
あ
た
る
か
を
確
定
し
、
そ
の
つ
ぎ
に
、
そ
の
主
要
義
務
は
、
法
律
上
の
ど
の

法
律
類
型
の
性
質
を
も
つ
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
、
と
い
う
手
順
が
と
ら
れ
て
い
る
。

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
は
、
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
販
売
す
る
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
チ
ェ
ー
ン
（
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
シ
ス
テ
ム
）
を
構
築
す
る



二
二
二

た
め
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
に
は
、
契
約
に
よ
っ
て
販
売
促
進
義
務
が
課
せ
ら
れ
る
。
販
売
促
進
義
務
と
は
、

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
が
、
店
舗
経
営
を
通
じ
て
可
及
的
に
多
く
の
顧
客
を
獲
得
す
る
こ
と
、
お
よ
び
、
販
売
の
た
め
に
継
続
的
に
努
力
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す
る（（（
（

。
販
売
促
進
義
務
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
具
体
的
な
個
別
的
義
務
と
し
て
は
、
経
営
実
行
義
務
、
宣

伝
義
務
、
研
修
受
講
義
務
、
報
告
・
検
査
受
忍
義
務
、
最
低
引
取
義
務
、
在
庫
保
持
義
務
、
展
示
義
務（（（
（

、
コ
ン
セ
プ
ト
遵
守
義
務
、
店
舗
・

店
舗
外
面
を
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
計
画
を
考
慮
し
て
構
築
す
る
こ
と（（（
（

、
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

多
く
の
見
解
は
、
こ
の
販
売
促
進
義
務
を
主
要
的
給
付
義
務
と
捉
え
、
こ
の
義
務
が
存
す
る
こ
と
に
法
的
性
質
決
定
上
の
意
義
を
認
め

て
い
る
。Canaris

は
、
販
売
促
進
義
務
が
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
に
と
っ
て
本
質
的
に
重
要
で
あ
る
の
は
明
ら
か
で
あ
り
、
販
売
促
進
義

務
は
、原
則
と
し
て
、「
類
型
を
規
定
す
る
主
要
義
務
〔eine typusprägende H

auptpflicht

〕」
で
あ
る
と
い
う（（（
（

。
ま
た
、Höpfner

は
、

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
の
「
第
一
次
的
な
義
務
〔prim

äre Pflicht

〕」
は
、
契
約
対
象
財
貨
の
販
売
を
促
進
す
る
こ
と
に
あ
る
と
表
現
し（（（
（

、

Giesler

も
、「
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
の
最
重
要
の
主
要
的
給
付
義
務
に
し
て
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
本
質
的
目
的
を
反
映
す
る
も
の

は
販
売
促
進
義
務
で
あ
る
。」
と
述
べ
る（（（
（

。Gitte
（
（（
（r
、M

artine

（
（（
（k

も
、
同
様
に
、
販
売
促
進
義
務
が
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
に
と
っ
て
本

質
的
義
務
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

販
売
促
進
義
務
を
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
本
質
的
義
務
と
み
な
す
見
解
に
お
い
て
は
、
販
売
促
進
義
務
の
要
素
に
、
雇
用
契
約
的
事

務
処
理
契
約
の
法
的
性
質
が
認
め
ら
れ
て
い
る（（（
（

。
後
述
の
よ
う
に
、
こ
の
位
置
づ
け
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
に
対
す
る
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ

ザ
ー
の
指
示
権
限
を
帰
結
す
る
六
六
五
条
な
ど
の
事
務
処
理
契
約
規
定
の
適
用
の
可
能
性
を
も
た
ら
す
ほ
か
、
代
理
商
法
の
類
推
適
用
を

検
討
す
る
際
の
前
提
と
も
な
る（（（
（

。
ま
た
、
こ
の
性
質
を
根
拠
に
し
て
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
は
、
代
理
商
・
特
約
店
と
同
様
に
、
利
益
擁

護
義
務
を
負
う
、
と
さ
れ
て
い
る（（（
（

。



二
二
三

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
法
的
性
質
（
総
論
的
考
察
）（
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田
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な
お
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
を
本
質
的
に
決
定
づ
け
る
も
の
と
し
て
販
売
促
進
義
務
を
捉
え
つ
つ
も
、
こ
の
義
務
を
備
え
て
い
る
こ

と
を
指
し
て
、「
中
間
流
通
契
約
」「
中
間
流
通
シ
ス
テ
ム
」
の
性
質
な
い
し
要
素
が
存
す
る
、
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
中
間

流
通
契
約
・
中
間
流
通
シ
ス
テ
ム
と
い
う
表
現
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
と
代
理
商
契
約
・
特
約
店
契
約
の
類
似
性
を
指
摘
す
る
た
め

の
も
の
で
あ
る
が（（（
（

、
契
約
の
特
徴
的
要
素
と
し
て
販
売
促
進
義
務
が
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
た
め
に
も
用
い
ら
れ
て
お
り
、
実
際
に
は
、

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
に
雇
用
契
約
的
事
務
処
理
契
約
の
要
素
が
あ
る
こ
と
を
指
し
示
す
意
味
を
も
つ
こ
と
が

（
（（
（4
（（
（

あ
る
。

（
3
）　

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
を
労
務
給
付
義
務
者
と
す
る
単
純
な
独
立
的
雇
用
契
約
の
要
素

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
は
、
当
該
業
態
に
お
け
る
経
験
・
知
識
を
も
た
な
い
、
ま
た
は
、
そ
れ
ら
に
乏
し
い
こ
と
が
多
い
フ
ラ
ン
チ
ャ

イ
ジ
ー
に
対
し
、
店
舗
の
開
設
・
運
営
を
可
能
に
し
、
支
援
を
す
る
こ
と
を
も
目
的
と
し
て
い
る
。
こ
の
目
的
の
た
め
に
、
フ
ラ
ン
チ
ャ

イ
ザ
ー
は
、
経
営
体
開
設
・
編
入
義
務
〔Betriebseingliederungspflicht

〕
お
よ
び
経
営
支
援
義
務
〔Betriebsförderungspflicht

〕

を
負
う
と
さ
れ
て

（
（（
（4
（（
（

い
る
。

そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
る（（（
（

。
経
営
体
開
設
・
編
入
義
務
と
は
、
店
舗
開
設
ま
で
に
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ

ザ
ー
が
行
う
す
べ
て
の
措
置
を
指
し
、
チ
ェ
ー
ン
ご
と
に
個
別
的
に
異
な
る
内
容
を
も
つ
が
、
店
舗
の
初
期
設
備
・
内
装
、
商
標
・
サ
ー

ビ
ス
マ
ー
ク
・
特
許
の
ラ
イ
セ
ン
ス
、
営
業
秘
密
の
付
与
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
指
導
、
従
業
員
研
修
な
ど
が
こ
れ
に
属
す
る
。
経
営
支
援
義
務

の
内
容
は
、
店
舗
開
設
後
に
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
の
経
営
を
指
導
援
助
す
る
た
め
す
べ
て
の
措
置
で
あ
る
。
こ
れ
も
チ
ェ
ー
ン
ご
と
に
異

な
る
が
、
通
常
、
地
域
横
断
的
な
宣
伝
、
研
修
、
店
舗
営
業
の
内
容
に
関
す
る
助
言
、
販
売
シ
ス
テ
ム
・
帳
簿
管
理
な
ど
に
関
す
る
中
央

管
理
的
業
務
を
そ
の
内
容
と
す
る
。
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Canaris

は
、
こ
の
義
務
を
も
主
要
的
給
付
義
務
と
し
、
こ
の
義
務
の
要
素
に
法
的
性
質
決
定
上
の
意
義
を
認
め
、
つ
ぎ
の
よ
う

に
論
じ
る（（（
（

。
経
営
体
開
設
・
編
入
義
務
、
経
営
支
援
義
務
は
、
活
動
に
向
け
ら
れ
た
義
務
で
あ
る
の
で
、
雇
用
契
約
の
性
質
を
も
つ
。

こ
の
義
務
は
、
単
な
る
誠
実
義
務
の
具
体
化
と
し
て
み
る
べ
き
で
な
く
、「
対
価
的
牽
連
関
係
に
組
み
込
ま
れ
た
主
要
的
給
付
義
務

〔synallagm
atische H

auptleistungspflicht

〕
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
は
、
こ
の
義
務
の
履

行
の
た
め
に
自
ら
の
対
価
を
支
払
う
か
ら
で
あ
る
。」M

artine

（
（（
（k

お
よ
びH

öpfne

（
（（
（r

も
、
こ
の
義
務
を
主
要
義
務
と
み
な
し
、
こ
の
義
務

に
、
六
一
一
条
以
下
の
雇
用
契
約
の
要
素
を
認
め
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
見
解
が
認
め
る
の
は
、
雇
用
契
約
の
中
で
も
、
事
務
処
理
契
約

の
要
素
の
な
い
、
単
純
な
独
立
的
雇
用
契
約
の
性
質
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、Giesler

は
、
後
述
の
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
経
営
体
開
設
・
編
入
義
務
お
よ
び
経
営
支
援
義
務
を
、
単
純

な
独
立
的
雇
用
契
約
の
性
質
を
有
す
る
も
の
と
、
雇
用
契
約
的
事
務
処
理
契
約
の
性
質
を
有
す
る
も
の
に
分
け
、
後
者
に
、
助
言
・
指
導

の
給
付
な
ど
多
く
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
給
付
を
位
置
づ
け
て
い
る
。

加
盟
金
・
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
は
、
こ
の
要
素
を
構
成
す
る
給
付
へ
の
対
価
で
あ
る（（（
（

。

（
4
）　

知
的
財
貨
使
用
許
諾
契
約
の
要
素

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
に
よ
る
店
舗
の
開
設
・
運
営
を
可
能
に
す
る
た
め
に
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
は
、
商
標
な
ど
の
知
的
財
産
権
や

ノ
ウ
ハ
ウ
と
い
う
知
的
財
貨
の
使
用
許
諾
を
も
内
容
と
す
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。
個
々
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
特
許

権
、
実
用
新
案
権
、
意
匠
権
な
ど
の
使
用
許
諾
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
よ
う
に
法
律
上
排
他
的
保
護
が
与
え
ら
れ
る
知
的

財
産
権
に
つ
い
て
の
使
用
許
諾
が
行
わ
れ
る
と
き
は
、
そ
の
要
素
に
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
の
性
格
が
あ
る
こ
と
に
は
異
論
が
な
い（（（
（

。
い
く
つ
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か
の
見
解
は
、
排
他
的
保
護
を
伴
う
知
的
財
産
権
以
外
の
、「
ノ
ウ
ハ
ウ
」「
コ
ン
セ
プ
ト
」「
シ
ス
テ
ム
」
と
呼
ば
れ
る
知
的
財
貨
の
使

用
許
諾
が
行
わ
れ
る
点
を
重
視
す
る
べ
き
と
し
、
そ
の
使
用
許
諾
義
務
を
主
要
的
給
付
義
務
と
位
置
づ
け
、
こ
の
要
素
に
法
的
性
質
決
定

上
の
意
義
を
認
め
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
「
コ
ン
セ
プ
ト
」「
シ
ス
テ
ム
」
と
は
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
包
含
し
た
、
店
舗
運
営
の
た
め
に
利

用
さ
れ
る
経
験
・
知
識
・
組
織
的
メ
リ
ッ
ト
の
総
体
を
意
味
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

Canaris

は
、「
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
要
素
的
義
務
は
、
…
…
契
約
対
象
の
利
用
を
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
に
提
供
す
る
こ
と
に
あ
る
。」

「
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
が
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
シ
ス
テ
ム
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
す
る
義
務
を
負
う
。」
と
述
べ
、

こ
こ
に
属
す
る
の
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
を
組
織
シ
ス
テ
ム
に
編
入
す
る
こ
と
、
標
章
の
利
用
許
与
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
移
転
、
フ
ラ
ン
チ
ャ

イ
ズ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
交
付
で
あ
る
と
い
う（（（
（

。
Cebulla

は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
、
コ
ン
セ
プ
ト
の
使
用
許
諾
の
要
素
こ
そ
が
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
本
質
的
要
素
で
あ
る
と

主
張
す
る（（（
（

。
す
な
わ
ち
、「
当
事
者
に
と
っ
て
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
価
値
を
形
作
る
の
は
、
物
・
知
的
財
産
権
・
労
務
給
付
を
組
合

わ
せ
た
も
の
で
は
な
い
。」
そ
う
で
は
な
く
、
価
値
を
形
作
る
の
は
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
コ
ン
セ
プ
ト
と
い
う
非
物
的
な
特
別
の
対
象
で

あ
る
。」「
し
た
が
っ
て
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
本
質
的
対
象
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
が
、
一
定
期
間
、
利
用
の
た
め
に
供
与
を
受

け
る
、
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
。」
と
い
う
。M

öller

も
こ
の
説
を
支
持
し
て
い
る（（（
（

。

Forkel

は
、
企
業
の
無
体
的
側
面
の
利
用
提
供
を
内
容
と
す
る
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
が
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
本
質
で
あ
る
と
い
う（（（
（

。

す
な
わ
ち
、「
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
よ
り
も
適
切
に
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ン
グ
の
特
質
を
考
慮
す
る
類
型
は
な
い
。」「
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約

に
よ
っ
て
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
か
ら
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
に
付
与
さ
れ
る
の
は
、
事
業
的
ア
イ
デ
ア
、
解
決
策
、
経
験
、
行
為
指
導
、
組

織
・
宣
伝
コ
ン
セ
プ
ト
、
そ
の
た
め
の
関
係
で
あ
り
、
一
言
で
言
え
ば
、
企
業
の
無
体
財
貨
的
側
面
で
あ
る
。」「
法
律
論
的
に
は
、
企
業
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の
無
体
財
貨
的
側
面
の
ラ
イ
セ
ン
ス
が
存
す
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。」
と
い
う
。

こ
の
要
素
を
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
に
と
っ
て
本
質
的
で
あ
る
と
み
な
し
た
上
で
、
ど
の
よ
う
に
法
的
性
質
決
定
す
る
べ
き
か
に
つ
い

て
は
、
二
つ
の
方
向
が
あ
る
。
一
つ
は
、
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
を
独
自
の
性
質
を
も
つ
類
型
と
し
て
位
置
づ
け
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
を

ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
の
一
つ
に
分
類
す
る
考
え
方
で
あ
る
（Forkel, U

llm
ann

）。
も
う
一
つ
は
、
こ
の
要
素
を
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
に
お
け
る
用
益
賃

貸
借
契
約（（（
（

の
性
質
を
も
つ
も
の
と
し
て
理
解
す
る
考
え
方
で
あ
る
（Canaris, Cebulla, M

öller

）。
こ
れ
ら
は
後
で
個
別
に
整
理
す
る
。

加
盟
金
・
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
は
、
こ
の
要
素
を
構
成
す
る
給
付
へ
の
対
価
で
あ
る（（（
（

。

三　

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
法
的
性
質
を
め
ぐ
る
諸
見
解

一
般
に
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
は
、
以
上
の
三
つ
の
要
素
な
ど
の
、
複
数
の
契
約
類
型
の
要
素
を
含
む
混
合
契
約
で
あ
る
と
さ
れ
、

混
合
契
約
の
分
類
の
中
で
も
、
定
型
結
合
契
約
〔T

ypenkom
binationsvertrag

〕
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
位
置
づ
け
は
、
通

説
で
あ
る
と
い
う（（（
（

。

一
部
の
見
解
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
に
つ
い
て
、
混
合
契
約
な
い
し
定
型
結
合
契
約
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
か
つ
、
以
上
の
三

つ
を
は
じ
め
と
し
て
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
に
含
ま
れ
う
る
契
約
類
型
を
列
挙
す
る
に
と
ど
め
て
、
そ
れ
以
上
に
、
包
含
さ
れ
る
契
約
類

型
の
要
素
の
う
ち
、
ど
の
要
素
が
不
可
欠
な
い
し
本
質
的
か
を
論
じ
な
い
、
と
い
う
ス
タ
ン
ス
を
み
せ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
立
場

を
仮
に
、「
非
限
定
的
混
合
契
約
説
」
と
呼
ぶ
。

こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
多
く
の
見
解
は
、
混
合
契
約
で
あ
る
と
い
う
共
通
の
前
提
に
立
ち
な
が
ら
も
、
類
型
と
し
て
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
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ズ
契
約
に
お
い
て
、
以
上
の
三
つ
の
う
ち
、
特
に
ど
の
要
素
が
本
質
的
要
素
と
し
て
重
視
さ
れ
る
べ
き
か
を
論
じ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、

こ
の
よ
う
な
見
解
を
、
特
に
非
限
定
的
混
合
契
約
説
と
区
別
し
て
、「
限
定
的
混
合
契
約
説
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
限
定
的
混
合
契
約

説
に
属
す
る
見
解
は
、
類
型
と
し
て
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
た
め
に
不
可
欠
の
契
約
類
型
の
要
素
は
何
か
を

論
じ
る
点
で
共
通
す
る
が
、
ど
の
契
約
類
型
の
要
素
を
も
っ
て
不
可
欠
と
す
る
か
を
め
ぐ
っ
て
、
実
に
多
様
な
主
張
が
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
各
見
解
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
が
混
合
契
約
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
一
定
の
契
約
類
型
が
含
ま
れ
る
と
考
え
る
点
で
共

通
し
て
い
る
が
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
、
こ
れ
を
否
定
し
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
に
は
、
ど
の
よ
う
な
契
約
類
型
の
性
質
も
認
め
ら
れ

な
い
と
す
る
「
独
自
の
種
類
の
契
約
」
説
が
あ
る
。

以
下
、
非
限
定
的
混
合
契
約
説
、
限
定
的
混
合
契
約
説
、
独
自
の
種
類
の
契
約
説
の
順
に
、
そ
の
内
容
を
紹
介
し
て
い
く
。

（
1
）　

非
限
定
的
混
合
契
約
説（（（
（

ア　

Gitter

の
見
解

Gitter

は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
は
、
組
合
契
約
・
使
用
賃
貸
借
・
用
益
賃
貸
借
・
売
買
・
雇
用
契
約
な
ど
と
し
て
性
質
づ
け
ら
れ

る
か
を
逐
一
検
討
し
て
、
こ
れ
ら
を
す
べ
て
否
定
し
た
上
で（（（
（

、
つ
ぎ
の
よ
う
に
論
じ
る（（（
（

。

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
は
、法
定
の
契
約
類
型
に
位
置
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
は
、
種
々
の
契
約
類
型
の
主

要
的
給
付
義
務
〔H

auptleistungspflicht

〕
か
ら
構
成
さ
れ
る
複
合
体
で
あ
り
、定
型
融
合
契
約
〔T

ypenverschm
elzungsvertrag

〕

で
あ
る
。
個
別
の
契
約
の
構
造
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
商
品
と
サ
ー
ビ
ス
の
ど
ち
ら
を
志
向
し
て
い
る
か
、
ど
の
市
場
段
階
に
お
け
る

結
合
か
、
に
応
じ
て
、
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
、
ノ
ウ
ハ
ウ
契
約
、
用
益
賃
貸
借
契
約
、
労
務
給
付
契
約
の
要
素
と
い
う
個
別
の
重
点
が
前
面



二
二
八

に
現
れ
る
。
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
本
質
的
要
素
、
権
利
義
務
は
、
そ
れ
ら
が
単
独
で
は
存
立
し
え
な
い
ほ
ど
緊
密
に
組
合
わ
さ
れ
て

い
る
。
個
別
の
部
分
の
相
互
依
存
関
係
の
程
度
は
、
個
別
の
契
約
内
容
を
取
り
出
す
こ
と
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
と
い
う
発
想
の
全
体
的

意
図
を
破
壊
し
、
契
約
目
的
を
変
容
し
か
ね
な
い
程
度
に
ま
で
い
た
っ
て
い
る
。

イ　

Giesler
の
見
解

Giesler

は
、
ま
ず
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
一
般
に
つ
い
て
は
、
非
限
定
的
混
合
契
約
説
の
立
場
を
明
ら
か
に
す
る
が
、
し
か
し
、

全
て
で
は
な
い
に
せ
よ
、
多
く
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
に
妥
当
し
う
る
「
標
準
的
位
置
づ
け
〔Standardzuordnung

〕」
を
考
え
る

こ
と
は
可
能
で
あ
り
有
用
で
あ
る
と
し
て
、「
標
準
的
な
」
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
を
想
定
し
、
そ
の
法
的
性
質
を
検
討
し
て
い
る
。
詳

し
く
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

《
非
限
定
的
混
合
契
約
説
（
（（
（

》

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
は
、
多
様
な
契
約
類
型
の
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
る
混
合
契
約
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
使
用
賃
貸
借
、
用
益
賃
貸
借
、

事
務
処
理
契
約
、
雇
用
契
約
、
場
合
に
よ
っ
て
売
買
契
約
、
請
負
契
約
が
属
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
事
務
処
理
契
約
と
組
合
わ
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
場
合
で
、
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
の
要
素
が
含
ま
れ
る
。
混
合
契
約
と
の
性
質
づ
け
が
適
切
で
あ

る
の
は
、
同
時
に
個
別
の
規
制
要
素
が
締
結
さ
れ
、
こ
れ
ら
が
相
互
に
組
合
わ
せ
ら
れ
て
全
体
と
し
て
統
一
的
な
規
制
に
統
合
さ
れ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。

「
も
っ
と
も
、
個
別
の
要
素
の
重
要
度
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
に
お
い
て
異
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
ど
の
要
素
が
一

般
的
に
優
越
し
て
い
る
か
述
べ
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
。」
せ
い
ぜ
い
、
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
多
い
の
は
、
労
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フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
法
的
性
質
（
総
論
的
考
察
）（
髙
田
）

務
給
付
の
要
素
、
事
務
処
理
の
要
素
、
お
よ
び
用
益
賃
貸
借
の
要
素
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
し
か
で
き
な
い
。

「
混
合
契
約
の
中
で
も
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
は
、
そ
の
通
常
の
現
象
形
態
に
お
い
て
は
、
定
型
結
合
契
約
で
あ
る
。」
異
な
る
契
約

の
要
素
に
由
来
す
る
同
価
値
の
給
付
要
素
の
融
合
を
確
認
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

《
標
準
的
位
置
づ
け
〔Standardzuordnung

（
（（
（
〕》

こ
の
よ
う
に
、
当
事
者
の
給
付
が
ど
の
よ
う
な
法
的
性
質
決
定
を
受
け
る
か
と
い
う
問
題
は
、
統
一
的
な
回
答
を
与
え
る
こ
と
は
で
き

な
い
の
で
、
法
的
性
質
決
定
は
、
契
約
の
個
別
的
な
内
容
構
成
に
依
存
す
る
。
し
か
し
、
全
て
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
に
妥
当
す
る
も

の
で
は
な
く
と
も
、「
大
部
分
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
関
係
に
妥
当
す
る
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
権
利
義
務
を
抽
象
的
に
述
べ
る
」
こ

と
は
可
能
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
契
約
当
事
者
が
追
求
す
る
典
型
的
な
利
益
が
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
典
型
的
な
利
益
と
は
、
経
済
的
利
益
の
実
現
お
よ
び
リ
ス
ク
の
最
小
化
で
あ
る
が
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
側
で
は
、
と
り
わ
け
、

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
販
売
を
行
う
利
益
、
さ
ら
に
こ
の
利
益
の
た
め
に
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
に
チ
ェ
ー
ン
店
舗
の
運
営
を
勧
誘
す
る
利
益

と
い
う
形
を
と
り
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
の
側
で
は
、
営
業
コ
ン
セ
プ
ト
お
よ
び
チ
ェ
ー
ン
成
果
へ
の
参
加
、
お
よ
び
、
そ
こ
か
ら
生
じ

る
店
舗
に
よ
る
利
潤
の
実
現
化
と
い
う
形
を
と
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
目
的
の
た
め
の
契
約
上
の
義
務
は
、
全
て
、
主
要
的
給
付
義
務

〔H
auptleistungspflicht

〕
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。「
こ
の
背
景
か
ら
、
少
な
く
と
も
大
部
分
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
関
係
に
妥
当

し
う
る
、
抽
象
的
な
基
本
原
則
の
い
く
つ
か
を
定
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
に
お
け
る
典
型
的
な
給
付
義
務
は
、
部
分
的
に
は
比
較
的
明
確
な
「
標
準
的
位
置
づ
け
」
を
可
能
に
す
る
。
こ

の
標
準
的
位
置
づ
け
は
、
お
そ
ら
く
、
非
常
に
多
く
の
事
例
に
お
い
て
妥
当
す
る
で
あ
ろ
う
。
標
準
的
位
置
づ
け
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で

あ
る
。
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第
一
に
、
知
的
財
産
権
の
使
用
許
諾
に
対
し
て
は
、
用
益
賃
貸
借
法
の
規
定
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
八
一
条
二
項
、
五
三
五
条
以
下
）
が
適
用
さ
れ
る
。

第
二
に
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
側
の
、
新
サ
ー
ビ
ス
開
発
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
コ
ン
セ
プ
ト
の
継
続
開
発
、
ブ
ラ
ン
ド
へ
の
攻
撃
に
対

す
る
防
御
、
な
ど
の
給
付
に
は
、
純
粋
な
雇
用
契
約
（
単
純
な
独
立
的
雇
用
契
約
）
の
要
素
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
六
一
一
条
以
下
）
が
認
め
ら
れ
る
。
第

三
に
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
、
助
言
・
指
導
・
援
助
、
チ
ェ
ー
ン
へ
の
供
給
者
と
の
交
渉
を
内
容
と
す
る
給
付
義
務
は
、
雇
用
契
約
的

事
務
処
理
契
約
の
性
質
を
も
つ
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
六
七
五
条
一
項
、
六
一
一
条
以
下
）。
第
四
に
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
の
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

の
作
成
な
ど
の
仕
事
の
完
成
は
、
請
負
契
約
的
事
務
処
理
契
約
の
性
質
を
も
つ
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
六
七
五
条
一
項
、
六
三
一
条
以
下
）。
第
五
に
、
物

の
販
売
に
関
係
す
る
売
買
契
約
の
性
質
も
存
す
る
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
四
三
三
条
以
下
）。
第
六
に
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
の
販
売
促
進
義
務
は
、
雇

用
契
約
的
事
務
処
理
契
約
と
し
て
の
類
型
要
素
に
属
す
る
。
第
七
に
、
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
の
法
的
性
質
自
体
は
未
解
明
で
あ
る
も
の
の
、

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
の
要
素
に
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
八
一
条
二
項
、
五
三
六
条
以
下
が
適
用
さ
れ
る
。

《Giesler

の
見
解
の
特
徴
》

Giesler

の
議
論
は
、フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
標
準
的
位
置
づ
け〔Standardzuordnung

〕で
あ
る
点
は
注
意
を
要
す
る
。
す
な
わ
ち
、

同
説
で
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
法
的
性
質
決
定
や
法
的
処
理
は
、
基
本
的
に
は
個
別
の
契
約
の
内
容
に
よ
る
こ
と
が
明
言
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
標
準
的
な
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
に
対
し
て
原
則
と
し
て
妥
当
す
る
べ
き
法
的
性
質
決
定
・
法
的
処
理
を
考
え
る
こ
と

は
可
能
で
あ
る
と
し
て
、Giesler

は
そ
の
あ
り
方
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
上
述
の
法
的
性
質
決
定
は
、
原
則
と
し
て
標

準
的
な
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
に
妥
当
す
る（（（
（

が
、
そ
う
で
な
い
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
も
存
す
る
こ
と
は
当
然
の
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。

標
準
的
位
置
づ
け
に
あ
て
は
ま
る
場
合
に
関
す
るGiesler

の
見
解
の
特
徴
は
、
つ
ぎ
の
点
に
あ
る
。
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
の
販
売
促

進
義
務
の
要
素
に
つ
い
て
、
雇
用
契
約
的
事
務
処
理
契
約
の
性
質
を
認
め
る
点
は
、
後
述
の
多
く
の
他
の
見
解
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
に
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フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
法
的
性
質
（
総
論
的
考
察
）（
髙
田
）

対
し
、
同
見
解
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
給
付
を
、
単
純
な
独
立
的
雇
用
契
約
の
性
質
を
有
す
る
も
の
と
、
雇
用
契
約
的
事
務
処
理
契

約
の
性
質
を
有
す
る
も
の
に
分
け
、
後
者
に
、
助
言
・
指
導
の
給
付
な
ど
多
く
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
給
付
を
位
置
づ
け
て
い
る
。
こ

れ
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
を
事
務
処
理
者
と
す
る
雇
用
契
約
的
事
務
処
理
契
約
の
性
質
を
広
く
認
め
る
点
で
異
彩
を
は
な
っ
て
い
る（（（
（

。

（
2
）　

限
定
的
混
合
契
約
説

多
く
の
説
は
、
混
合
契
約
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
つ
つ
も
、
類
型
と
し
て
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
に
と
っ
て
本
質
的
な
契
約
類
型

の
要
素
を
特
定
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。
こ
れ
に
取
り
組
む
説
は
、
そ
の
大
部
分
が
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
を
事
務
処
理
者
と
す
る
雇
用

契
約
的
事
務
処
理
契
約
の
性
質
を
不
可
欠
な
要
素
と
し
て
認
め
て
い
る
。
そ
れ
を
前
提
に
し
つ
つ
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
側
の
給
付
と

し
て
本
質
的
重
要
性
の
あ
る
も
の
は
何
か
、
そ
れ
に
対
し
て
ど
の
契
約
類
型
の
要
素
を
認
め
る
べ
き
か
を
め
ぐ
っ
て
、
さ
ら
に
見
解
が
分

か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
説
の
対
極
に
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
を
事
務
処
理
者
と
す
る
雇
用
契
約
的
事
務
処
理
契
約
の
要
素
を
そ
も
そ
も

否
定
し
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
に
よ
る
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
の
知
的
財
貨
の
提
供
の
要
素
こ
そ
が
、
類
型
と
し
て
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
に

お
い
て
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
と
す
る
説
が
あ
る
。

ア　

限
定
的
混
合
契
約
説　

そ
の
1　
　

事
務
処
理
契
約
要
素
・
雇
用
契
約
要
素
結
合
説

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
本
質
的
要
素
と
し
て
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
を
事
務
処
理
者
と
す
る
雇
用
契
約
的
事
務
処
理
契
約
の
要
素
、

お
よ
び
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
を
労
務
給
付
義
務
者
と
す
る
単
純
な
独
立
的
雇
用
契
約
の
要
素
の
二
つ
を
挙
げ
る
見
解
と
し
て
、
つ
ぎ
の

も
の
が
あ
る
。



二
三
二

⒜　

M
artinek

の
見
解

M
artinek

は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
全
般
に
つ
い
て
、
形
態
別
分
類
論
〔T

ypologie

〕
を
主
張
す
る
。
こ
こ
で
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ

イ
ズ
契
約
に
該
当
す
る
契
約
が
、
そ
の
大
部
分
を
占
め
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
を
事
務
処
理
者
と
す
る
雇
用
契
約
的
事
務
処
理
契
約
の
性

格
が
認
め
ら
れ
る
「
従
属
型
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ン
グ
〔Subordinations-Franchising

〕」
と
、そ
の
性
格
が
な
く
、フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー

が
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
指
示
に
従
う
義
務
を
負
わ
な
い
「
対
等
型
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ン
グ
〔Partnerschafts-Franchising

〕」
と
に

分
類
さ
れ
て
い
る（（（
（

。
本
稿
で
は
、
前
者
に
関
す
る
主
張
に
紹
介
の
重
点
を
置
く
。

《
形
態
別
分
類
論
〔T

ypologie

〕》

M
artinek

に
よ
れ
ば
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
を
も
対
象
と
す
る
中
間
流
通
法
は
、
一
方
的
な
上
下
関
係
・
利
益
擁
護
関
係
で
あ
る

中
間
流
通
関
係
（
指
示
権
限
が
あ
る
流
通
統
括
者
（
メ
ー
カ
ー
）
と
、
そ
の
延
長
さ
れ
た
手
と
し
て
の
指
示
従
属
的
な
中
間
流
通
業
者
（
販
売
業
者
（
（（
（

）

の
関
係
）
を
対
象
と
し
て
お
り
、
対
等
者
間
の
対
等
的
流
通
協
力
関
係
を
把
握
す
る
の
に
は
向
か
な
い
と
こ
ろ
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ン
グ

の
中
に
は
、
当
事
者
の
対
等
の
思
想
に
支
え
ら
れ
、
従
属
の
要
素
を
欠
く
も
の
も
あ
る（（（
（

。
こ
の
よ
う
な
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
全
体
と

捉
え
る
た
め
に
適
切
な
の
は
、
当
事
者
の
力
関
係
・
影
響
関
係
の
違
い
、
す
な
わ
ち
利
益
状
況
・
力
関
係
の
状
況
に
応
じ
た
形
態
別
分
類

を
行
う
こ
と
〔T

ypologie

〕
で
あ
る（（（
（

。

利
益
状
況
・
力
関
係
の
状
況
に
応
じ
て
分
類
す
れ
ば
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
は
、
従
属
型
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ン
グ
と
対
等
型
フ
ラ
ン

チ
ャ
イ
ジ
ン
グ
の
二
つ
に
大
き
く
分
け
ら
れ
る
と
い
う
。
ド
イ
ツ
に
お
け
る
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ン
グ
の
六
〇
か
ら
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
占

め
る
と
推
測
さ
れ
る
従
属
型
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ン
グ
に
お
い
て
は
、
当
事
者
間
に
お
け
る
上
下
関
係
が
支
配
し
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
は
、

非
対
象
的
な
力
関
係
の
状
況
・
利
益
状
況
に
基
づ
い
て
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の
た
め
に
道
具
化
さ
れ
て
い
る
、



二
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三

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
法
的
性
質
（
総
論
的
考
察
）（
髙
田
）

と
い
う（（（
（

。
《
対
等
型
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ン
グ
》

従
属
型
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ン
グ
以
外
の
も
の
は
対
等
型
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ン
グ
に
分
類
さ
れ
、
そ
の
特
徴
は
、
当
事
者
間
に
上
下
関
係

が
存
せ
ず
、
当
事
者
が
対
等
者
と
し
て
関
係
に
参
加
す
る
と
い
う
点
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
対
等
型
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ン
グ
に
関
し
て
最

も
重
要
な
点
は
、フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
を
事
務
処
理
者
と
す
る
雇
用
契
約
的
事
務
処
理
契
約
の
要
素
（
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
の
販
売
促
進
義
務
）

が
存
し
な
い
と
い
う
こ
と
、
し
た
が
っ
て
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
は
事
務
委
託
者
と
し
て
事
務
処
理
に
関
し
て
指
示
を
す
る
権
限
を
有
せ

ず
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
は
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
に
対
し
て
利
益
擁
護
義
務
を
負
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。M

artinek

は
、
対
等

型
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ン
グ
を
、
当
事
者
が
共
同
の
利
益
を
追
求
す
る
要
素
（
内
的
組
合
の
性
質
）
を
基
準
に
し
て
、
さ
ら
に
三
つ
に
分
け
て

い
る
。
そ
の
概
要
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る（（（
（

。

第
一
は
、共
同
の
利
益
追
求
の
要
素
が
な
く
、交
換
型
契
約
に
位
置
す
る
調
整
型
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ン
グ〔K

oodinatinons-Franchising

〕

で
あ
る（（（
（

。
こ
の
形
態
で
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
は
、
単
に
、
ノ
ウ
ハ
ウ
・
競
争
上
の
優
位
性
を
も
た
ら
す
イ
メ
ー
ジ
・
標
章
・
宣
伝
手

段
を
提
供
す
る
者
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
は
こ
れ
ら
を
、（
シ
ス
テ
ム
を
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
利
益
の
た
め
に
も
実
施
す
る
と
い
う
側
面

も
あ
る
従
属
型
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ン
グ
と
異
な
り
）
自
己
の
利
益
の
た
め
に
だ
け
に
利
用
す
る
。
こ
こ
で
は
、
必
須
の
類
型
要
素
は
、
フ
ラ
ン

チ
ャ
イ
ザ
ー
が
負
う
（
単
純
）
雇
用
契
約
上
の
経
営
体
開
設
・
編
入
義
務
お
よ
び
経
営
支
援
義
務
だ
け
で
あ
り
、
当
事
者
の
利
益
は
契
約

内
容
に
取
り
込
ま
れ
て
い
な
い
。
第
二
は
、
チ
ェ
ー
ン
に
特
有
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
く
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
販
売
の

最
適
化
と
い
う
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
・
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
両
者
の
利
益
が
、
共
同
の
目
的
と
し
て
契
約
内
容
と
な
っ
て
い
る
形
態
で
あ

り
、
共
同
型
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ン
グ
〔K

oalitions-Franchising

〕
と
呼
ば
れ
て
い
る（（（
（

。
こ
の
形
態
で
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
と
個
々



二
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四

の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
と
の
間
の
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
に
、
民
法
上
の
内
的
組
合
関
係
が
生
じ
て

（
（（
（7
（（
（

い
る
。
第
三
は
、
販
売
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
の
シ
ス
テ
ム
な
い
し
コ
ン
セ
プ
ト
そ
の
も
の
の
最
適
化
が
、
全
関
係
者
（
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
と
全
て
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
）
に
と
っ
て

の
共
通
の
目
的
と
し
て
契
約
内
容
に
な
っ
て
い
る
形
態
で
、
合
同
型
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ン
グ
〔K

onföderations-Franchising

〕
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
、
全
関
係
者
を
構
成
員
と
す
る
民
法
上
の
内
的
組
合
が
生
じ
て
い
る（（（
（

。
こ
こ
で
は
、
シ
ス
テ
ム
・
コ
ン
セ
プ
ト
の
最
適
化

と
い
う
集
合
体
（
チ
ェ
ー
ン
）
の
利
益
が
そ
の
ま
ま
共
通
の
目
的
と
な
っ
て
お
り
、
全
関
係
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
、
こ
の
共
通
目
的
の
た

め
の
協
力
支
援
を
す
る
義
務
を
負
う（（（
（

。

《
従
属
型
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ン
グ
（
（（
（

》

M
artinek

は
、
従
属
型
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ン
グ
に
お
い
て
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
は
、
種
々
の
契
約
類
型
要
素
か
ら
構
成
さ
れ

る
定
型
結
合
契
約
で
あ
る
も
の
の
、
そ
の
中
で
も
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
を
事
務
処
理
者
と
す
る
雇
用
契
約
的
事
務
処
理
契
約
と
、
フ
ラ

ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
を
労
務
給
付
義
務
者
と
す
る
単
純
な
独
立
的
雇
用
契
約
の
要
素
を
常
に
有
す
る
契
約
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
前
者
の

要
素
の
方
が
契
約
の
全
体
に
お
い
て
優
越
的
意
義
を
も
つ
と
解
す
る
。
ま
た
、M

artinek

は
、
知
的
財
産
権
・
ノ
ウ
ハ
ウ
の
使
用
許
諾

の
要
素
が
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
本
質
的
要
素
で
は
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
詳
細
に
論
じ
る
。M

artinek

は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ

る
（
（（
（

。フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
で
は
、
主
要
義
務
と
し
て
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
経
営
体
開
設
・
編
入
義
務
お
よ
び
経
営
支
援
義
務
と
、
フ

ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
の
対
価
支
払
義
務
・
販
売
促
進
義
務
が
生
じ
る
。
こ
れ
ら
の
主
要
義
務
〔H

auptpflicht

〕
を
基
礎
に
置
い
て
契
約
に

ど
の
よ
う
な
法
的
性
質
が
あ
る
か
、
検
討
す
る
べ
き
で
あ
る
。

一
方
で
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
義
務
に
は
、
そ
の
核
心
に
お
い
て
、
雇
用
契
約
の
法
的
性
質
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
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フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
法
的
性
質
（
総
論
的
考
察
）（
髙
田
）

ズ
パ
ッ
ク
の
基
準
に
よ
っ
て
、
指
導
措
置
、
助
言
措
置
、
宣
伝
措
置
、
研
修
提
供
、
研
修
教
育
給
付
を
行
う
こ
と
に
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
六
一
一

条
の
意
味
で
の
雇
用
契
約
の
性
質
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
の
、
契
約
類
型
の
要
素
（
店
舗
に
関
す
る
賃
貸
借
の
要
素
、
売
買
法
の
要

素
、
店
舗
設
備
に
関
す
る
リ
ー
ス
契
約
の
要
素
な
ど
）
が
、
場
合
に
よ
っ
て
、
こ
の
雇
用
契
約
上
の
基
本
的
義
務
の
周
囲
に
入
っ
て
く
る
こ
と

は
あ
り
う
る
。

他
方
で
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
の
販
売
促
進
義
務
は
、
明
ら
か
に
、
事
務
処
理
契
約
の
法
的
性
質
を
も
つ
。
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
利

益
の
た
め
に
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
指
示
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
販
売
促
進
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
利
益
の
た
め
の
、
経
済
的
性
質

の
あ
る
独
立
の
活
動
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
六
七
五
条
一
項
に
よ
る
雇
用
契
約
的
事
務
処
理
契
約
に
あ
た
る
。
と
い
う
の
は
、

販
売
促
進
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
の
固
有
の
利
益
の
た
め
だ
け
に
行
わ
れ
る
の
で
は
な
く
て
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
利
益
擁
護
の
た

め
に
も
、
し
か
も
も
っ
ぱ
ら
そ
の
た
め
に
行
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
は
、
し
た
が
っ
て
、「
一
部
不
変
的
な
、
一
部
可
変
的
な
類
型
要
素
を
伴
う
定
型
結
合
契
約
」
と
し
て
識
別
さ

れ
う
る
。
不
変
的
な
要
素
と
は
、
つ
ぎ
の
二
つ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
経
営
体
開
設
・
編
入
義
務
お
よ
び
経
営

支
援
義
務
に
関
す
る
雇
用
契
約
の
要
素
」、お
よ
び
「
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
の
販
売
促
進
義
務
に
関
す
る
事
務
処
理
契
約
の
要
素
」
で
あ
る
。

個
別
の
契
約
内
容
に
よ
っ
て
結
合
さ
れ
う
る
そ
の
ほ
か
の
要
素
と
し
て
は
、売
買
、賃
貸
借
、ラ
イ
セ
ン
ス
、ノ
ウ
ハ
ウ
契
約
が
あ
り
う
る
。

こ
の
よ
う
に
多
く
の
契
約
類
型
要
素
が
関
わ
る
中
で
も
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
利
益
の
た
め
の
販
売
促
進
と
い
う
事
務
処
理
契
約
の

要
素
が
支
配
的
な
意
味
を
も
つ
。
す
な
わ
ち
、
事
務
処
理
契
約
の
要
素
こ
そ
が
、
利
益
擁
護
的
中
間
流
通
関
係
の
創
設
を
目
指
す
協
力
関

係
の
た
め
の
契
約
と
し
て
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
に
、
経
済
的
法
的
特
徴
を
与
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
契
約
は
、「
要
素
可
変
的
な

定
型
結
合
契
約
で
あ
る
が
、
支
配
的
な
要
素
と
し
て
事
務
処
理
契
約
の
要
素
を
も
つ
契
約
」
で
あ
る
。



二
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⒝　

H
öpfner

の
見
解

H
öpfner

も
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
論
じ
て
、
ほ
ぼ
同
趣
旨
を
説
く（（（
（

。

ま
ず
、
法
的
性
質
決
定
の
た
め
に
は
、
契
約
上
の
主
要
義
務
〔H

auptpflicht

〕
を
参
照
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
事
者
の
契
約

上
の
義
務
、
契
約
の
法
的
性
質
は
、
経
済
的
事
実
・
経
済
的
関
連
事
項
の
知
見
お
よ
び
そ
の
分
析
を
通
じ
て
、
解
明
さ
れ
る
。
と
く
に
、

当
事
者
の
経
済
的
利
益
・
期
待
、
当
事
者
に
存
す
る
リ
ス
ク
が
、
契
約
上
の
義
務
を
決
定
す
る
。
そ
し
て
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
に
お

い
て
は
、
当
事
者
の
経
済
的
利
益
の
実
現
と
リ
ス
ク
の
最
小
化
が
、
唯
一
の
「
契
約
目
的
〔V

ertragszw
eck

〕」
で
あ
る
。
こ
の
契
約

目
的
が
当
事
者
の
唯
一
の
契
約
締
結
動
機
を
構
成
す
る
限
り
で
、
こ
の
目
的
の
達
成
の
た
め
の
義
務
は
、
主
要
義
務
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、
契
約
目
的
で
あ
る
当
事
者
利
益
を
実
現
す
る
義
務
が
、
法
的
性
質
を
決
定
づ
け
る
主
要
義
務
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
事

業
コ
ン
セ
プ
ト
〔Geschäftskonzept
〕
参
加
と
い
う
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
の
利
益
を
実
現
す
る
も
の
と
し
て
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
側

に
、「
包
括
的
な
経
営
体
開
設
・
編
入
義
務
お
よ
び
継
続
的
な
経
営
支
援
義
務
」
が
課
せ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー

の
側
で
は
、「
包
括
的
網
羅
的
販
売
」
と
い
う
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
利
益
を
実
現
す
る
も
の
と
し
て
、
販
売
促
進
義
務
が
生
じ
る
。

で
は
、
両
当
事
者
の
こ
れ
ら
の
主
要
義
務
は
、
ど
の
よ
う
な
法
的
性
質
決
定
を
導
く
か
。
一
方
で
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
主
要
義
務

（
経
営
体
開
設
・
編
入
義
務
、
経
営
支
援
義
務
）
に
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
が
独
立
に
指
示
に
拘
束
さ
れ
ず
に
提
供
す
る
助
言
援
助
の
た
め

の
継
続
的
措
置
を
行
う
こ
と
が
含
ま
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
六
一
一
条
一
項
・
二
項
の
意
味
で
の
労
務
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、「
フ
ラ
ン

チ
ャ
イ
ズ
契
約
は
、
一
方
で
、
強
く
、
雇
用
契
約
的
要
素
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
」。
他
方
で
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
の
第
一
次
的
義
務
は
、

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
販
売
を
促
進
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
の
義
務
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
の
側
の
雇
用
契
約
要

素
を
示
す
。
と
こ
ろ
が
、「
販
売
促
進
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
の
利
益
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
支
配
的
な
程
度
で
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
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フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
法
的
性
質
（
総
論
的
考
察
）（
髙
田
）

の
利
益
の
擁
護
の
た
め
に
も
行
わ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
雇
用
契
約
の
要
素
に
加
え
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
た
め
に
行
わ
れ
る
、
フ
ラ

ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
の
事
務
処
理
の
要
素
が
生
じ
る
。」
な
ぜ
な
ら
、
販
売
促
進
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
六
七
五
条
一
項
、
六
一
一
条
の
意
味
で
の
、
他

人
の
事
務
処
理
に
あ
た
る
か
ら
で
あ
る
。

結
論
と
し
て
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
の
契
約
関
係
は
、
定
型
結
合
契
約
と
し
て
、
多
く
の
他
の
契
約
類
型
を
も
内
包
す
る
場
合
も
あ
る
が
、

「
当
事
者
の
経
済
的
利
益
状
況
か
ら
生
じ
る
契
約
の
主
要
義
務
（
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
経
営
体
開
設
・
編
入
義
務
、
経
営
支
援
義
務
、
フ
ラ
ン
チ
ャ

イ
ジ
ー
の
販
売
促
進
義
務
）
は
、
第
一
に
は
、
雇
用
契
約
の
要
素
と
事
務
処
理
契
約
の
要
素
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
規
定

に
服
す
る
。」

イ　

限
定
的
混
合
契
約
説　

そ
の
2　
　

事
務
処
理
契
約
要
素
・
用
益
賃
貸
借
契
約
要
素
結
合
説

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
本
質
的
要
素
と
し
て
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
を
事
務
処
理
者
と
す
る
雇
用
契
約
的
事
務
処
理
契
約
の
要
素
、

お
よ
び
、
商
標
な
ど
の
知
的
財
産
権
・
ノ
ウ
ハ
ウ
の
使
用
許
諾
の
要
素
の
二
つ
を
挙
げ
る
見
解
と
し
て
、
つ
ぎ
の
も
の
が
あ
る（（（
（

。

⒜　

Em
m

erich

の
見
解

Em
m

erich

は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
本
質
的
要
素
は
、
商
標
な
ど
の
知
的
財
産
権
・
ノ
ウ
ハ
ウ
の
使
用
許
諾
の
要
素
と
、
フ
ラ

ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
を
事
務
処
理
者
と
す
る
事
務
処
理
契
約
の
要
素
（Em

m
erich

は
、
中
間
流
通
関
係
の
要
素
と
呼
ぶ
。）
で
あ
る
と
す
る
。
た
だ

し
、
こ
の
二
つ
の
要
素
は
重
要
度
に
お
い
て
違
い
が
あ
る
と
し
、
前
者
に
優
越
的
意
義
を
認
め
る
。

Em
m

erich

は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
論
じ
る（（（
（

。

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ン
グ
は
、
つ
ぎ
の
四
点
で
ほ
か
の
契
約
と
区
別
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
グ
ル
ー
プ
全
体
が
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
方
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針
に
よ
っ
て
厳
格
に
組
織
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
外
部
に
は
統
一
的
に
現
れ
る
こ
と
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
は
対
価
を
支
払
っ
て
ノ
ウ

ハ
ウ
を
利
用
す
る
権
利
を
得
る
こ
と
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
は
、
継
続
的
支
援
義
務
を
負
い
監
督
統
制
権
を
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。「
こ

の
こ
と
を
直
視
す
れ
ば
、
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
の
要
素
が
、
他
の
中
間
流
通
シ
ス
テ
ム
と
の
区
別
に
お
け
る
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
識

別
的
特
徴
要
素
で
あ
る
こ
と
は
本
来
疑
い
を
い
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
に
、
第
一
に
、
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
、
し

た
が
っ
て
、
権
利
の
用
益
賃
貸
借
を
み
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。」
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
が
ほ
か
の
契
約
類
型
要

素
を
伴
う
混
合
契
約
で
あ
る
こ
と
は
否
定
さ
れ
な
い
。
こ
こ
に
は
、
売
買
契
約
の
要
素
・
雇
用
契
約
の
要
素
が
考
え
う
る
。
し
か
し
こ
れ

と
は
独
立
に
、
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
・
用
益
賃
貸
借
の
要
素
が
支
配
的
で
あ
る
こ
と
は
確
認
さ
れ
る
。

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
は
、「
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
要
素
を
特
徴
的
要
素
と
し
て
有
す
る
、
中
間
流
通
関
係
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ

契
約
は
、
し
た
が
っ
て
、
権
利
の
用
益
賃
貸
借
に
近
似
し
、
場
合
に
よ
っ
て
、
用
益
賃
貸
借
法
・
使
用
賃
貸
借
法
の
適
用
が
認
め
ら
れ
う

る
。
そ
の
ほ
か
の
点
で
は
、
他
の
中
間
流
通
関
係
と
の
緊
密
な
類
縁
性
が
み
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
に
は
、
同

時
に
、
広
い
範
囲
で
、
代
理
商
法
が
適
用
可
能
で
あ
る
。」

⒝　

U
llm

ann

の
見
解

知
的
財
産
権
・
ノ
ウ
ハ
ウ
の
使
用
許
諾
の
要
素
と
事
務
処
理
契
約
（
中
間
流
通
関
係
）
の
要
素
の
二
つ
が
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
不

可
欠
の
要
素
と
す
る
見
解
は
、U

llm
ann

に
よ
っ
て
も
主
張
さ
れ
て
い
る（（（
（

。U
llm

ann

は
つ
ぎ
の
よ
う
に
論
じ
る（（（
（

。

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
が
獲
得
し
た
何
ら
か
の
知
的
財
貨
権
利
の
ラ
イ
セ
ン
ス
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
不
可
欠
の
要
素
に
属
す

る
。
こ
の
知
的
財
貨
は
、
広
く
捉
え
ら
れ
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
事
業
体
に
お
い
て
実
体
化
し
た
知
識
（
事
業
の
手
法
全
体
、
知
識
価
値
、

シ
ス
テ
ム
な
ど
と
呼
ば
れ
る
。）
が
理
解
さ
れ
う
る
。
知
的
財
貨
の
利
用
付
与
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
締
結
お
よ
び
存
続
の
前
提
条
件
で



二
三
九

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
法
的
性
質
（
総
論
的
考
察
）（
髙
田
）

あ
る
。フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
が
、フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
か
ら
、他
で
は
入
手
で
き
な
い
給
付
を
取
得
す
る
と
き
に
だ
け
、フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー

は
、
す
す
ん
で
、
拘
束
を
受
け
た
中
間
流
通
業
者
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
を
望
む
か
ら
で
あ
る
。「
し
た
が
っ
て
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
は
、

中
間
流
通
関
係
に
お
け
る
ラ
イ
セ
ン
ス
〔die Lizenz im

 A
bsatzm

ittlungsverhältnis

〕
で
あ
る
。」

知
的
財
貨
の
ラ
イ
セ
ン
ス
が
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
核
心
を
な
す
。
何
が
ラ
イ
セ
ン
ス
さ
れ
る
知
的
財
貨
で
あ
る
か
は
、
一
個
の

問
題
で
あ
る
が
、
契
約
締
結
時
に
関
し
て
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
が
契
約
書
に
お
い
て
伝
達
さ
れ
る
ノ
ウ
ハ
ウ
と
し
て
記
述
し
て
い
る

も
の
で
あ
り
、
契
約
存
続
中
に
関
し
て
は
、
契
約
存
続
中
に
新
た
に
構
築
さ
れ
た
事
業
組
織
シ
ス
テ
ム
と
い
う
構
造
で
あ
る
。

特
約
店
契
約
に
関
し
て
判
例
が
形
成
し
て
き
た
判
断
準
則
に
よ
れ
ば
、
Ｈ
Ｇ
Ｂ
八
九
条
ｂ
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
に
も
類
推
適
用

さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
指
示
拘
束
的
な
実
行
義
務
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
販
売
組
織
へ
の
編
入
、
顧
客
の
割
当

と
い
う
類
推
適
用
の
要
件
は
、
十
分
に
満
た
さ
れ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
核
心
と
し
て
ラ
イ
セ
ン
ス
を
法
的
に
位
置
づ
け
る

こ
と
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
を
、
代
理
商
法
の
準
則
に
よ
っ
て
評
価
す
る
こ
と
に
は
、
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
。

ウ　

限
定
的
混
合
契
約
説　

そ
の
3　
　

事
務
処
理
契
約
要
素
・
雇
用
契
約
要
素
・
用
益
賃
貸
借
契
約
要
素
結
合
説
（Canaris

の
見
解
）

Canaris

は
、
上
述
の
三
つ
の
要
素
の
す
べ
て
が
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
に
と
っ
て
本
質
的
で
あ
り
、
同
契
約
は
、
こ
の
三
つ
の
契

約
類
型
要
素
が
結
合
し
た
定
型
結
合
契
約
で
あ
る
と
す
る
。Canaris
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
論
じ
る（（（
（

。

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
に
と
っ
て
の
主
要
な
特
徴
的
要
素
で
あ
っ
て
、
す
べ
て
の
現
象
形
態
の
詳
細
に
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
に
せ

よ
、
実
務
の
イ
メ
ー
ジ
に
広
い
範
囲
で
合
致
す
る
要
素
は
つ
ぎ
の
三
つ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
に
よ
る
自
己
の
名
と

自
己
の
計
算
に
よ
る
継
続
的
受
託
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
が
擁
す
る
シ
ス
テ
ム
の
利
用
権
限
お
よ
び
利
用
義
務
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
の
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対
価
支
払
義
務
で
あ
る
。

コ
ン
セ
プ
ト
適
用
〔K

onzeptanw
endung

〕、
シ
ス
テ
ム
促
進
〔System
förderung

〕
を
行
う
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
の
義
務
は
、

「
Ｂ
Ｇ
Ｂ
六
七
五
条
、
六
一
一
条
の
意
味
で
の
事
務
処
理
契
約
・
雇
用
契
約
の
性
質
」
を
も
つ
。「
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
義
務
は
、
フ
ラ
ン

チ
ャ
イ
ザ
ー
の
利
益
を
目
的
と
す
る
も
の
と
し
て
規
定
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
か
つ
、
結
果
の
発
生
で
な
く
、
活
動
の
実
行
の
み
を
対
象
と

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。」
こ
の
義
務
は
、
原
則
と
し
て
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
類
型
と
し
て
の
性
格
を
決
定
す
る
「
類
型
を
規
定

す
る
主
要
義
務
〔eine typusprägende H

auptpflicht

〕」
で
あ
る
。「
そ
の
履
行
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
に
と
っ
て
明
ら
か
に
本
質

的
重
要
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
か
つ
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
に
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
か
ら
、
利
得
可
能
性
が
許
与
さ
れ
る
か
ら
で

あ
る
。」

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
支
援
義
務
〔Förderungspflicht

〕
も
伴
う
。
こ
の
義
務
は
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー

の
活
動
（
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
に
コ
ン
セ
プ
ト
を
教
育
す
る
こ
と
、店
舗
組
織
形
成
に
お
け
る
支
援
、販
売
シ
ス
テ
ム
の
中
央
的
管
理
、宣
伝
措
置
の
実
行
）

に
向
け
ら
れ
て
お
り
、「
雇
用
契
約
の
性
質
」
を
も
つ
。
こ
の
義
務
は
、
単
な
る
誠
実
義
務
の
具
体
化
と
し
て
み
る
べ
き
で
な
く
、「
対
価

的
牽
連
関
係
に
組
み
込
ま
れ
た
主
要
的
給
付
義
務
〔synallagm

atische H
auptleistungspflicht

〕
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
な

ぜ
な
ら
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
は
、
こ
の
義
務
の
履
行
の
た
め
に
自
ら
の
対
価
を
支
払
う
か
ら
で
あ
る
。」
し
た
が
っ
て
、
こ
の
要
素
は
、

事
務
処
理
契
約
の
要
素
よ
り
も
重
要
度
が
低
い
要
素
な
の
で
は
な
い
。

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ン
グ
は
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
の
見
方
を
基
礎
に
置
くForkel

ら
の
見
解（（（
（

も
あ
り
、
こ
の
見
解

で
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
コ
ン
セ
プ
ト
お
よ
び
組
織
へ
の
参
加
・
そ
れ
に
伴
う
権
限
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約

ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
本
質
的
な
側
面
を
言
い
当
て
て
い
る
。「
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
の
義
務
だ
け
で
な
く
、
権
利
を
理
論
的
に
転
換
し
、
フ
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一

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
法
的
性
質
（
総
論
的
考
察
）（
髙
田
）

ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ン
グ
の
法
的
性
質
決
定
に
お
い
て
考
慮
す
る
の
が
適
当
で
あ
る
。
実
際
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ン
グ
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ

ザ
ー
の
コ
ン
セ
プ
ト
・
組
織
シ
ス
テ
ム
の
特
別
な
利
用
権
を
内
容
と
し
て
い
る
。」
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
ラ

イ
セ
ン
ス
法
の
立
ち
入
っ
た
理
論
的
議
論
は
不
要
で
あ
り
、
単
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
八
一
条
一
項
の
用
益
賃
貸
借
の
法
律
上
の
定
義
を
検
討
す

れ
ば
よ
い
。
こ
の
定
義
は
、
全
く
一
般
的
に
、「
対
象
物
〔Gegenstand

〕」
の
利
用
権
を
内
容
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
広
い
概

念
に
は
、
難
な
く
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
コ
ン
セ
プ
ト
・
組
織
シ
ス
テ
ム
を
包
含
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。「
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ

ジ
ン
グ
に
は
、
し
た
が
っ
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
八
一
条
一
項
の
用
益
賃
貸
借
契
約
の
要
素
が
内
在
し
て
い
る
。
こ
の
要
素
は
、
他
の
二
つ
の
要

素
と
同
格
に
〔gleichrangig
〕
並
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
は
、
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
の
要
素
に
関
連
す

る
権
利
の
た
め
に
も
、
そ
し
て
、
ま
さ
に
そ
の
た
め
に
、
対
価
を
支
払
う
か
ら
で
あ
る
。」

な
お
、ラ
イ
セ
ン
ス
法
の
要
素
の
み
が
唯
一
の
支
配
的
要
素
で
あ
る
と
す
る
見
解
は
適
当
で
は
な
い
。
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
義
務
は
、

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
に
シ
ス
テ
ム
へ
の
参
加
を
可
能
に
す
る
と
い
う
こ
と
だ
け
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
の
営
業
活
動

を
積
極
的
に
支
援
す
る
こ
と
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

「
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
は
、
混
合
契
約
と
し
て
、
す
な
わ
ち
、
原
則
と
し
て
、
事
務
処
理
契
約
、
雇
用
契
約
、
用
益
賃
貸
借
契
約
の

要
素
の
結
合
か
ら
構
成
さ
れ
る
混
合
契
約
と
し
て
性
質
づ
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。」
当
然
な
が
ら
、個
別
の
事
例
で
は
、ほ
か
の
要
素
（
売

買
法
の
要
素
、
店
舗
物
件
に
関
す
る
使
用
賃
貸
借
法
の
要
素
な
ど
）
も
付
け
加
わ
る
こ
と
も
あ
る
。

エ　

限
定
的
混
合
契
約
説　

そ
の
4　
　

知
的
財
貨
使
用
許
諾
の
要
素
を
重
視
す
る
説

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
本
質
的
要
素
を
、
知
的
財
産
権
や
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
の
知
的
財
貨
の
使
用
許
諾
に
求
め
、
こ
の
要
素
が
最
も
重
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要
で
あ
る
と
す
る
見
解
も
あ
る
。
こ
の
見
解
に
関
し
て
注
意
が
必
要
な
の
は
、
使
用
許
諾
の
対
象
で
あ
る
知
的
財
貨
が
広
く
捉
え
ら
れ
て

い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
通
常
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
に
お
い
て
使
用
許
諾
の
対
象
と
な
る
知
的
財
貨
と
し
て
は
、
標
章
・

ノ
ウ
ハ
ウ
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
説
・
用
益
賃
貸
借
説
で
は
、
よ
り
広
く
、「
行
動
指
導
、
組
織
・

宣
伝
コ
ン
セ
プ
ト
、
そ
の
た
め
の
関
係
」（Forkel

）、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
に
よ
る
指
導
援
助
な
ど
の
個
別
的
な
給
付
を
も
包
括
す
る
「
シ

ス
テ
ム
」
な
い
し
「
コ
ン
セ
プ
ト
」（Cebulla, M

öller

）
が
使
用
許
諾
の
対
象
と
な
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。

⒜　

ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
説

Forkel

、U
llm

ann

は
、
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
を
独
自
の
意
義
を
も
つ
類
型
と
し
て
認
め
た
上
で
、
こ
れ
が
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
本

質
的
な
要
素
で
あ
る
と
す
る
。
も
っ
と
も
、
両
者
と
も
、
同
契
約
が
雇
用
契
約
的
事
務
処
理
契
約
の
要
素
を
も
持
つ
こ
と
を
排
除
す
る
も

の
で
は
な
い
。

ⅰ　

Forkel

の
見
解

Forkel

は
、M

artinek

の
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
説
へ
の
批
判
に
対
し
て
逐
一
反
論
し
つ
つ
、
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
を
独
自
の
契
約
類
型
と

し
て
基
礎
づ
け
、
こ
の
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
に
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
を
位
置
づ
け
る
こ
と
を
提
唱
す
る
。
も
っ
と
も
、Forkel

は
、
フ

ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
が
、
雇
用
契
約
的
事
務
処
理
契
約
の
性
質
を
も
ち
う
る
こ
と
は
否
定
せ
ず
、
む
し
ろ
こ
れ
を
明
確
に
肯
定
し
て
い
る
。

た
だ
、
そ
の
よ
う
な
性
質
は
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
以
外
の
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
で
も
し
ば
し
ば
観
察
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
チ
ャ

イ
ズ
契
約
を
特
徴
づ
け
る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
。Forkel

は
つ
ぎ
の
よ
う
に
論
じ
る（（（
（

。

M
artinek

の
よ
う
に
、フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
を
、雇
用
契
約
的
事
務
処
理
契
約
と
し
て
単
純
に
位
置
づ
け
る
の
で
は
不
十
分
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ン
グ
や
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
の
中
に
、
ほ
か
の
す
べ
て
の
法
定
契
約
類
型
と
区
別
す
る
中
核
的
特
徴
を
も
つ
契
約
が
存
す
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フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
法
的
性
質
（
総
論
的
考
察
）（
髙
田
）

る
な
ら
ば
、
独
立
の
契
約
で
あ
る
と
考
え
る
ほ
か
な
い
。
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
は
、「
知
的
財
貨
〔Im

m
aterialgüter

〕
に
適
合
的
な
、
他

で
は
取
り
換
え
の
利
か
な
い
契
約
類
型
」
を
形
成
し
、
そ
の
内
容
構
成
は
、
広
範
に
、
契
約
実
務
、
裁
判
所
、
学
説
に
よ
っ
て
形
作
ら
れ

て
い
る
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
の
主
要
内
容
〔H

auptinhalt

〕
は
何
か
と
い
う
問
題
で
あ
り
、こ
の
点
に
お
い
て
は
、

ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
は
、
明
ら
か
に
相
当
な
輪
郭
を
備
え
て
い
る
。

決
定
的
に
重
要
な
の
は
、「
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
が
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
に
付
与
す
る
コ
ン
セ
プ
ト
の
全
体
」
を
捉
え
る
も
の
と
し
て
、

ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
と
し
て
の
理
解
が
適
切
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
明
確
に
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ

ザ
ー
に
存
す
る
の
は
、「
営
業
的
コ
ン
セ
プ
ト
、
経
験
・
知
識
・
流
通
ア
イ
デ
ア
を
包
括
し
た
も
の
、
発
達
し
た
販
売
組
織
、
宣
伝
シ
ス
テ
ム
」

で
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、「
知
的
な
創
造
成
果
」
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
、法
律
学
に
お
け
る
企
業
に
関
す
る
分
析
に
よ
れ
ば
、「
企
業
の
知
的
側
面
」
す
な
わ
ち
、「
計
画
、ア
イ
デ
ア
、知
的
コ
ン
セ
プ
ト
、

組
織
、
経
験
、
標
章
、
外
部
と
の
関
係
、
そ
れ
に
結
合
す
る
企
業
の
妥
当
力
、
宣
伝
力
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
企
業
の
知
的
側

面
」
が
重
視
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
知
的
財
貨
は
、
現
代
の
高
度
に
発
展
し
た
工
業
社
会
・
サ
ー
ビ
ス
社
会
、
発
展
す
る
情
報
化
社

会
に
お
い
て
、
ま
す
ま
す
重
要
性
を
高
め
る
。
企
業
の
知
的
財
貨
的
側
面
の
保
有
者
が
、
こ
れ
を
他
人
に
利
用
許
諾
す
る
と
き
は
、
法
律

取
引
と
し
て
現
れ
う
る
の
は
、ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ラ
イ
セ
ン
ス
付
与
は
、フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ン
グ
に
お
い
て
は
、「
自

己
の
企
業
に
お
い
て
成
功
的
な
作
業
計
画
、
事
業
方
法
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
コ
ン
セ
プ
ト
を
開
発
し
た
者
が
、
他
人
に
、
こ
れ
を
譲
渡
し

て
、
そ
の
他
人
が
、
独
立
し
た
事
業
者
と
し
て
、
こ
の
知
的
財
貨
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
し
、
そ
の
後
は
、
定
評
の
あ
る
経
験
・
知
識
価

値
、
組
織
的
コ
ン
セ
プ
ト
、
関
係
な
ど
を
、
そ
の
事
業
に
お
い
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
」
と
い
う
点
に
見
出
さ
れ
る
。

ま
た
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
指
示
・
監
督
権
限
が
あ
る
こ
と
や
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
が
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
の
経
営
を
継
続
的
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に
積
極
的
に
支
援
す
る
義
務
を
負
う
こ
と
が
、
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
の
性
質
と
相
い
れ
な
い
と
い
う
見
解
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
正
当
で
は

な
い（（（
（

。
結
論
と
し
て
、
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
以
外
に
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ン
グ
の
特
質
を
適
切
に
考
慮
す
る
類
型
は
な
い
。
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ

契
約
に
は
雇
用
契
約
的
事
務
処
理
の
要
素
も
あ
る
が（（（
（

、
こ
れ
は
、
こ
の
要
素
が
、
ほ
か
の
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
よ
り
も
、
段
階
的
に
強
く

現
れ
て
い
る
と
い
う
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ン
グ
で
は
、
ラ
イ
セ
ン
ス
の
対
象
は
、
企
業
の
知
的
側
面
と
い
う
財
貨

〔Im
m

aterialgut U
nternehm

en

〕（
事
業
的
ア
イ
デ
ア
、
解
決
策
、
経
験
、
行
動
指
導
、
組
織
・
宣
伝
コ
ン
セ
プ
ト
、
そ
の
た
め
の
関
係
）
で
あ

り
、
こ
の
対
象
は
、
経
済
的
な
統
一
体
と
し
て
観
察
さ
れ
、
法
律
取
引
に
お
い
て
も
統
一
体
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
、
企
業
の
知
的
側
面
と
い
う
財
貨
を
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ン
グ
の
核
心
に
認
め
る
と
き
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ン
グ
に
つ
い
て
、「
法

律
論
的
に
は
、
企
業
の
知
的
財
貨
側
面
の
ラ
イ
セ
ン
ス
〔Lizenz am

 Im
m

aterialgut U
nternehm

en

〕
が
存
す
る
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
。」

ⅱ　

U
llm

ann

の
見
解

す
で
に
そ
の
見
解
を
紹
介
し
たU

llm
ann

も
、Forkel
と
同
様
に
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
に
お
い
て
使
用
許
諾
の
対
象
と
な
る

の
は
「
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
事
業
体
に
お
い
て
実
体
化
し
た
知
識
」
で
あ
り
、
こ
れ
が
契
約
の
核
心
を
な
す
と
す
る
。
も
っ
と
も
、

U
llm

ann

は
、
同
時
に
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
が
中
間
流
通
関
係
で
あ
る
こ
と
を
も
明
確
に
認
め
、
Ｈ
Ｇ
Ｂ
八
九
条
ｂ
の
類
推
適
用
を

も
肯
定
し
、
こ
の
こ
と
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
核
心
に
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
を
認
め
る
こ
と
と
矛
盾
し
な
い
、
と
い
う
。U

llm
ann

の
見
解
は
、
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
を
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
核
心
と
み
る
こ
と
、
お
よ
び
使
用
許
諾
の
内
容
の
捉
え
方
の
点
で
はForkel

と
一
致
す
る
が
、
中
間
流
通
関
係
（
事
務
処
理
契
約
要
素
）
の
存
在
を
も
肯
定
す
る
点
で
は
、
む
し
ろ
、Em

m
erich

の
見
解
と
共
通
す
る
。
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イ
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考
察
）（
髙
田
）

⒝　

用
益
賃
貸
借
契
約
説

Cebulla

お
よ
びM

öller

も
同
様
に
、
知
的
財
貨
の
使
用
許
諾
の
要
素
が
本
質
的
要
素
で
あ
る
と
す
る
。
し
か
し
、
二
点
に
お
い
て
、

Forkel
ら
と
見
解
を
異
に
す
る
。
第
一
に
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
に
お
け
る
本
質
的
要
素
が
知
的
財
貨
の
使
用
許
諾
の
要
素
で
あ
る

と
い
う
見
地
を
お
し
す
す
め
、
こ
れ
の
み
が
唯
一
の
本
質
的
要
素
で
あ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
を
事
務
処
理
者
と

す
る
雇
用
契
約
的
事
務
処
理
契
約
の
要
素
を
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
に
お
け
る
本
質
的
要
素
と
し
て
は
認
め
な
い
。
第
二
に
、
ラ
イ
セ

ン
ス
契
約
と
い
う
独
自
の
契
約
類
型
を
認
め
ず
、
使
用
許
諾
の
要
素
に
、
用
益
賃
貸
借
契
約
の
性
質
を
認
め
る（（（
（

。

ま
た
、
両
者
は
、
契
約
に
と
っ
て
本
質
的
な
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
給
付
を
、
標
章
の
使
用
許
諾
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
、
フ
ラ
ン
チ
ャ

イ
ザ
ー
に
よ
る
指
導
援
助
な
ど
の
個
別
的
な
給
付
を
包
括
す
る
「
シ
ス
テ
ム
」
な
い
し
「
コ
ン
セ
プ
ト
」
の
提
供
と
し
て
把
握
し
、
こ
れ

を
も
っ
て
、
利
用
付
与
が
行
わ
れ
る
対
象
と
み
な
す
点
に
お
い
て
も
共
通
す
る
。
こ
こ
で
は
、
利
用
付
与
の
対
象
で
あ
る
「
シ
ス
テ
ム
」

「
コ
ン
セ
プ
ト
」
は
、
従
来
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
の
対
象
と
さ
れ
て
い
た
標
章
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
含
む
が
、
経
営
支
援
の
給
付
な
ど
の
そ
れ
以

外
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
給
付
を
も
包
括
し
て
い
る
。

ⅰ　

Cebulla

の
見
解

用
益
賃
貸
借
法
規
定
の
現
代
的
意
義
を
広
く
再
検
討
し
たCebulla

は
、
そ
の
検
討
の
一
環
と
し
て
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
を
扱
い
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
論
じ
る（（（
（

。

比
較
的
古
い
世
代
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
は
、
主
に
、
中
間
流
通
契
約
と
し
て
の
性
格
〔absatzm

ittelnde Züge

〕
を
も
っ
て
い

た
。
こ
れ
に
反
し
、
今
日
支
配
的
に
行
わ
れ
て
い
る
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
は
、
知
的
財
産
権
の
広
範
な
利
用
許
諾
に
加
え
、
多
く
の
相

互
的
労
務
給
付
を
内
容
と
し
て
い
る
。
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中
間
流
通
契
約
の
要
素
〔D

as absatzm
ittelnde M

om
ent

〕
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
を
類
型
と
し
て
把
握
す
る
の
に
適
し
て

い
な
い
。「
な
ぜ
な
ら
、
多
く
の
契
約
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
の
利
益
擁
護
的
販
売
促
進
義
務
は
存
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。」

「
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
の
対
象
、
お
よ
び
、
最
終
的
に
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ン
グ
を
十
分
に
特
徴
づ
け
る
た
め
に
は
、
両
当
事
者
の
利
益
を

考
慮
し
た
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ン
グ
の
本
質
的
内
容
の
解
明
が
必
要
で
あ
る
。」「
こ
の
意
味
で
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
に
と
っ
て
本
質

的
な
の
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
な
い
し
コ
ン
セ
プ
ト
の
、
一
定
程
度
の
期
間
に
わ
た
る
利
用
許
諾
で
あ
る
。」

「
当
事
者
に
と
っ
て
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
価
値
を
形
作
る
の
は
、
物
・
知
的
財
産
権
・
労
務
給
付
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
は
な

い
。」
そ
う
で
は
な
く
、
価
値
を
形
作
る
の
は
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
コ
ン
セ
プ
ト
〔M

arketing-K
onzept

〕
と
い
う
非
物
的
な
特
別
の

対
象
で
あ
る
。」
個
別
的
要
素
は
、
そ
れ
ら
の
全
体
が
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
結
合
し
て
、
は
じ
め
て
、
市
場
に
お
け
る
意
味
を
も
つ
。「
し

た
が
っ
て
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
本
質
的
対
象
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
が
、
一
定
期
間
、
利
用
の
た
め
に
供
与
を
受
け
る
、
コ
ン

セ
プ
ト
〔K

onzept

〕
で
あ
る
。」

ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
は
一
致
し
た
見
解
は
存
し
な
い
の
で
、
法
的
性
質
決
定
の
意
義
は
法
的
安
定
性
の
増
加
に
あ

る
と
す
る
観
点
か
ら
は
、
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
説
は
有
用
で
な
い
。
ま
た
、
両
当
事
者
が
負
う
労
務
給
付
義
務
は
、
必
要
不
可
欠
な
義
務
で

は
あ
る
が
、こ
の
義
務
は
、コ
ン
セ
プ
ト
を
付
与
し
保
持
す
る
こ
と
に
仕
え
る
義
務
で
あ
る
の
で
、契
約
類
型
を
決
定
す
る
主
要
義
務
〔den 

V
ertragstyp bestim

m
ende H

auptpflicht

〕
に
は
あ
た
ら
な
い
。

法
的
安
定
性
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
を
「
用
益
賃
貸
借
契
約
の
新
た
な
形
態
」
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
獲
得
さ
れ

る
。具
体
的
契
約
の
個
別
的
内
容
に
よ
っ
て
は
、労
働
法
や
代
理
商
法
の
適
用
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
う
る
が
、こ
の
よ
う
な
具
体
的
・

個
別
的
契
約
内
容
か
ら
は
独
立
し
て
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
に
適
用
さ
れ
る
の
は
、
用
益
賃
貸
借
法
の
み
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
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約
は
、「
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
が
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
に
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
対
価
と
い
う
給
付
と
引
き
換
え
に
、
事
業
的
コ
ン
セ
プ
ト

に
つ
い
て
、
一
定
期
間
、
利
用
を
許
諾
す
る
継
続
的
債
権
関
係
」
で
あ
る
。「
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
そ
の
法
的
性
質
に
よ
れ
ば
、
特
別

の
対
象
〔ein besonderer Gegenstand

〕
で
あ
る
か
ら
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ン
グ
は
、
特
別
の
対
象
に
関
す
る
用
益
賃
貸
借
契
約
で

あ
る
。」

ⅱ　

M
öller

の
見
解

M
öller

は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
の
販
売
促
進
義
務
は
、
知
的
財
産
権
・
ノ
ウ
ハ
ウ
の
使
用
許
諾
に
伴
う
付
随
義
務
に
過
ぎ
な
い
と
い

う
考
え
を
基
本
に
据
え
、
こ
の
立
場
か
ら
事
務
処
理
契
約
の
要
素
を
認
め
る
見
解
を
批
判
す
る
。M

öller

は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
論
じ
る（（（
（

。

契
約
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
パ
ッ
ク
を
提
供
す
る
義
務
を
負
う
。
こ
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
パ
ッ
ク
と

は
、
調
達
・
販
売
・
組
織
コ
ン
セ
プ
ト
、
知
的
財
産
権
の
利
用
権
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
の
教
育
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
に
対
す
る
継
続

的
積
極
的
支
援
義
務
、
コ
ン
セ
プ
ト
を
常
に
発
展
さ
せ
る
義
務
か
ら
構
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
は
、
包
括
的
な
コ
ン
セ
プ
ト
〔eine um

fassende K
onzeption

〕、
す
な
わ
ち
シ
ス
テ
ム
〔ein System

〕
の

利
用
権
を
得
る
。
こ
こ
に
は
、
標
章
の
利
用
だ
け
で
な
く
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
利
用
も
含
ま
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
基
本
構
想
に
よ
れ

ば
、
す
で
に
、
用
益
賃
貸
借
契
約
は
非
物
的
な
対
象
を
包
含
し
て
い
る
。
決
定
的
な
の
は
、
あ
る
対
象
〔ein Gegenstand

〕
が
、
契
約

当
事
者
の
一
方
に
、
利
用
の
た
め
に
提
供
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
で
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
に
事
業

体
の
コ
ン
セ
プ
ト
〔U

nternehm
enskonzept

〕、
の
利
用
権
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
で
、
こ
の
条
件
は
満
た
さ
れ
て
い
る
。

M
artinek

を
代
表
と
す
る
事
務
処
理
契
約
の
要
素
を
重
視
す
る
解
釈
に
よ
れ
ば
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
の
販
売
促
進
義
務
、
フ
ラ
ン

チ
ャ
イ
ザ
ー
の
指
示
に
服
従
す
る
義
務
は
、
主
要
義
務
〔H

auptpflicht

〕
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、「
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
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の
利
益
擁
護
的
販
売
促
進
義
務
は
、
契
約
上
の
主
要
義
務
で
は
な
い
。」
む
し
ろ
、
こ
の
義
務
は
、「
事
業
者
的
コ
ン
セ
プ
ト
の
共
同
利
用

か
ら
生
じ
る
付
随
義
務
〔N

ebenpflicht

〕
と
し
て
」
生
じ
る
も
の
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
に
お
い
て
、
事
務
処
理
の
関
係
を

認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
個
別
の
委
任
の
実
行
義
務
が
重
点
を
占
め
、
か
つ
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
具
体
的
指
示
権
が
合
意
さ
れ

て
い
る
と
き
に
限
ら
れ
る
。

「
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ン
グ
の
特
別
性
は
、商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
販
売･

提
供
に
あ
る
の
で
は
な
い
。」フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ン
グ
の
特
別
性
は
、

「
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
流
通
の
基
礎
に
あ
る
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
。」「
両
当
事
者
間
に
お
い
て
は
、コ
ン
セ
プ
ト
と
は
、フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー

を
独
立
性
に
向
け
て
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
給
付
で
あ
る
。」
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
給
付
と

は
、
経
営
上
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、
店
舗
開
設
の
際
の
支
援
、
契
約
存
続
中
の
支
援
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
は
、
こ
の
給
付
に
対
し
て
対

価
を
支
払
う
。「
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
は
、
し
た
が
っ
て
、
用
益
賃
貸
借
契
約
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
シ
ス
テ
ム
の

用
益
賃
貸
借
〔System

pacht

〕
と
呼
ば
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。」
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
は
、
標
章
、
ノ
ウ
ハ
ウ
が
含
ま
れ
る
だ
け
で
な
く
、

研
修
の
提
供
・
販
売
シ
ス
テ
ム
の
組
織
（
有
利
な
購
入
条
件
な
ど
）
が
含
ま
れ
る
。

こ
の
ほ
か
に
も
売
買
契
約
の
要
素
、
特
別
の
対
価
と
引
き
換
え
に
特
別
の
研
修
・
支
援
を
受
け
る
た
め
の
雇
用
契
約
の
要
素
が
含
ま
れ

う
る
。
し
た
が
っ
て
、
シ
ス
テ
ム
利
用
の
枠
内
で
、
ほ
か
の
契
約
類
型
の
要
素
も
用
い
ら
れ
る
。
こ
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ

ジ
ー
の
従
属
性
、
そ
の
経
営
へ
の
編
入
は
、
実
際
に
は
、
シ
ス
テ
ム
の
用
益
賃
貸
借
か
ら
生
じ
る
付
随
義
務
の
遵
守
の
結
果
生
じ
る
も
の

に
過
ぎ
な
い
。
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（
3
）　

独
自
の
種
類
の
契
約
説（（（
（

Skaupy
は
、ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
が「
独
自
の
種
類
の
契
約
」で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
は
、

ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
・
ノ
ウ
ハ
ウ
契
約
・
代
理
関
係
の
混
合
で
あ
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
三
つ
の
契
約
自
身
が
非
常
な
多
様
性
を
有
し
て
い
る

の
で
、
そ
れ
ら
の
混
合
で
あ
る
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
は
、
な
お
の
こ
と
「
独
自
の
種
類
の
契
約
」
で
あ
る
と
す
る（（（
（

。

ア
メ
リ
カ
法
と
ド
イ
ツ
法
の
比
較
法
的
研
究
を
行
っ
たBehr

は
、
両
国
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
に
つ
い
て
、
売
買
契
約
、

代
理
関
係
な
い
し
エ
イ
ジ
ェ
ン
シ
ー
〔agency

〕、
組
合
関
係
な
い
し
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
〔partnership

〕、
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
に
位

置
づ
け
る
見
解
が
主
張
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
整
理
し
、
す
べ
て
の
見
解
に
つ
い
て
逐
一
反
論
を
行
い
、
適
切
で
な
い
と
す
る（（（
（

。
そ
し
て
結

論
と
し
て
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
は
、
独
自
の
種
類
の
契
約
で
あ
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
契
約
は
、
極
め
て
多
様
な
契
約
類
型

の
特
徴
を
備
え
る
も
の
で
あ
っ
て
、
し
か
も
そ
れ
ら
の
類
型
の
ど
れ
が
法
的
評
価
を
決
定
づ
け
る
か
が
決
め
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
と
い

う
。
通
常
は
、
売
買
契
約
、
代
理
契
約
、
組
合
契
約
、
労
働
契
約
、
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
の
要
素
が
存
す
る
が
、
個
別
の
要
素
の
重
要
度
は
、

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
広
範
性
の
た
め
、
極
め
て
多
様
で
あ
り
う
る
、
と
す
る（（（
（

。

（
4
）
判
例
の
見
解

連
邦
通
常
裁
判
所
（
以
下
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
と
表
記
す
る
。）
の
判
決
と
し
て
は
、
①BGH

 W
M

 2000, 783

（2000. 1. 13

）
が
、
原
審
判
決
が
行
っ

た
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
法
的
性
質
決
定
を
め
ぐ
り
そ
の
当
否
が
争
わ
れ
た
事
案
に
お
い
て
、
法
的
性
質
決
定
に
関
す
る
判
断
を
留
保

し
て
い
る（（（
（

。
こ
の
判
決
以
外
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
判
決
で
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
法
的
性
質
を
論
じ
た
も
の
は
み
あ
た
ら
な
い（（（
（

。
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下
級
審
裁
判
例

こ
れ
に
対
し
て
、
法
的
性
質
を
論
じ
る
下
級
審
判
決
は
少
な
く
な
い
。

②O
LG Frankfurt a.M

. N
JW

E-W
ettbR 1996, 142

（1994. 9. 27

）

「
本
件
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
は
、
多
種
類
の
契
約
類
型
か
ら
構
成
さ
れ
る
契
約
で
あ
る
（
定
型
結
合
契
約
）。
こ
こ
で
、
当
事
者
に
よ
っ

て
締
結
さ
れ
た
契
約
は
、
調
整
型
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ン
グ
の
領
域
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
従
属
型
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ン
グ
と

は
異
な
り
、
事
務
処
理
者
と
し
て
の
指
示
拘
束
を
受
け
る
利
益
擁
護
義
務
が
欠
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。」

③O
LG des Landes Sachsen-A

nhalt O
LG-N

L 2003, 28

（1999. 5. 7

）

「
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
そ
れ
自
体
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
規
定
す
る
契
約
類
型
の
ど
れ
に
も
位
置
づ
け
ら
れ
な
い
。」「
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契

約
は
、
通
常
、
売
買
法
・
用
益
賃
貸
借
法
・
事
務
処
理
法
の
要
素
を
も
つ
、
混
合
契
約
で
あ
る
。
結
合
さ
れ
た
契
約
類
型
の
準
則
は
、
そ

れ
ぞ
れ
独
立
し
て
適
用
さ
れ
る
。
給
付
障
害
が
ど
の
法
律
効
果
を
も
た
ら
す
か
に
つ
い
て
は
、
当
該
義
務
が
服
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
契
約
類

型
の
法
が
基
準
と
な
る
。」

④O
LG H

am
m

 N
ZG 2000, 1169

（2000. 3. 13
）

「
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
は
、
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
と
い
う
特
徴
的
な
要
素
を
伴
う
、
中
間
流
通
契
約
で
あ
り
、
権
利
の
用
益
賃
貸
借
に

近
い
も
の
で
あ
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
は
混
合
契
約
で
あ
り
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
的
特
徴
に
応
じ
て
、
種
々

の
契
約
類
型
の
要
素
が
、
異
な
っ
た
重
要
度
を
も
ち
つ
つ
相
互
に
結
合
し
う
る
契
約
で
あ
る
。」

⑤O
LG D

üsseldorf W
RP 2002, 235

（2001. 11. 14

）

「
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
は
、
定
型
結
合
契
約
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
は
、
一
般
に
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
経
営
体
開
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設
・
編
入
義
務
と
経
営
指
導
義
務
に
関
す
る
雇
用
契
約
の
要
素
と
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
の
販
売
促
進
義
務
に
関
す
る
事
務
処
理
契
約
の

要
素
を
特
徴
と
し
て
い
る
。
契
約
の
個
別
の
内
容
構
成
に
し
た
が
い
、
こ
れ
に
加
え
、
ほ
か
の
契
約
類
型
要
素
、
す
な
わ
ち
、
売
買
、
使

用
賃
貸
借
、
用
益
賃
貸
借
お
よ
び
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
・
ノ
ウ
ハ
ウ
契
約
の
契
約
類
型
要
素
が
加
わ
り
う
る
。」

⑥O
LG M

ünchen BB 2002, 2521

（2002. 6. 26

）

「
本
件
契
約
は
、
従
属
的
流
通
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ン
グ
と
し
て
性
質
づ
け
ら
れ
、
し
た
が
っ
て
、
事
務
処
理
を
目
的
と
す
る
雇
用
契
約

が
重
点
を
占
め
る
定
型
結
合
契
約
と
し
て
性
質
づ
け
ら
れ
る
。
こ
れ
に
並
存
す
る
権
利
の
用
益
賃
貸
借
の
要
素
に
は
、
当
審
は
、
契
約
の

重
点
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。」

イ　

裁
判
例
の
整
理

Ｂ
Ｇ
Ｈ
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
明
示
的
な
法
的
性
質
決
定
を
留
保
し
て
い
る
。
下
級
審
の
判
断
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
裁
判

例
が
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
を
混
合
契
約
で
あ
る
と
し
て
い
る
点
に
お
い
て
共
通
点
が
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
は
全
く
統
一
性
が
な
い
。

④
判
決
、
⑤
判
決
、
⑥
判
決
の
三
つ
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
を
事
務
処
理
者
と
す
る
事
務
処
理
的
雇
用
契
約
の
性
質
を
認
め
る
点
で

は
共
通
す
る
。
そ
の
上
で
、
そ
の
他
の
本
質
的
要
素
と
し
て
、 
④
判
決
は
権
利
の
用
益
賃
貸
借
の
要
素
を
挙
げ
（
本
稿
で
い
う
「
限
定
的
混

合
契
約
説
そ
の
2　

事
務
処
理
契
約
要
素
・
用
益
賃
貸
借
契
約
要
素
結
合
説
」
に
近
い
。）、
⑤
判
決
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
を
労
務
提
供
者
と

す
る
単
純
な
独
立
的
雇
用
契
約
の
要
素
を
指
摘
す
る
（
本
稿
で
い
う
「
限
定
的
混
合
契
約
説
そ
の
1　

事
務
処
理
契
約
要
素
・
雇
用
契
約
要
素
結
合

説
」
に
あ
た
る
。）
の
に
対
し
、
⑥
判
決
は
そ
れ
以
外
の
契
約
類
型
要
素
を
指
摘
し
な
い
。

③
判
決
は
、
優
越
的
な
い
し
本
質
的
な
契
約
類
型
要
素
を
特
定
し
な
い
の
で
、
本
稿
で
い
う
「
非
限
定
的
混
合
契
約
説
」
な
い
し
独
自
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の
種
類
の
契
約
説
に
あ
た
る
。
そ
し
て
、
②
判
決
は
、
特
異
な
地
位
を
占
め
、
当
該
契
約
に
お
い
て
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
を
事
務
処
理
者

と
す
る
雇
用
契
約
的
事
務
処
理
契
約
の
性
質
を
否
定
し
た
上
で
、
当
該
契
約
を
「
調
整
型
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ン
グ
」
に
分
類
し
た
。
こ
れ

は
、M

artinek

の
形
態
別
分
類
論
を
採
用
し
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
中
に
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
を
事
務
処
理
者
と
す
る
雇
用

契
約
的
事
務
処
理
契
約
の
要
素
を
も
た
な
い
も
の
も
あ
る
こ
と
を
承
認
す
る
考
え
で
あ
る
。

四　

各
説
の
整
理
お
よ
び
検
討

（
1
）　

各
説
の
整
理

以
上
で
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
法
的
性
質
を
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
の
学
説
・
裁
判
例
に
お
け
る
諸
見
解
を
概
観
し
た
が
、
複
雑
な
議
論

状
況
に
あ
る
の
で
、
諸
見
解
の
相
違
点
・
共
通
点
を
整
理
す
る
。

第
一
に
、
少
数
の
説
が
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
性
質
を
決
定
づ
け
る
特
定
の
契
約
類
型
は
存
せ
ず
、
個
別
の
契
約
毎
に
法
的
性
質

や
法
的
処
理
を
検
討
す
る
ほ
か
な
い
と
い
う
非
限
定
的
混
合
契
約
説
な
い
し
独
自
の
種
類
の
契
約
説
を
と
る
の
に
対
し
、大
多
数
の
説
は
、

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
は
何
ら
か
の
契
約
類
型
に
よ
っ
て
性
質
づ
け
ら
れ
る
と
す
る
限
定
的
混
合
契
約
説
に
立
つ（（（
（

。

第
二
に
、
限
定
的
混
合
契
約
説
の
中
で
も
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
の
販
売
促
進
義
務
に
見
出
さ
れ
る
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
を
事
務
処

理
者
と
す
る
雇
用
契
約
的
事
務
処
理
契
約
の
性
質
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
契
約
の
本
質
的
要
素
と
認
め
る
べ
き
か
否
か
を
め
ぐ
っ
て
対
立
が

あ
る
。
少
数
の
説
（Cebulla, M

öller

）
は
、
こ
れ
を
否
定
し
、
知
的
財
貨
使
用
許
諾
契
約
の
要
素
の
み
が
契
約
の
本
質
的
要
素
で
あ
る
と

す
る
の
に
反
し
、
多
数
説
は
、
こ
れ
を
肯
定
す
る（（（
（

。
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フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
法
的
性
質
（
総
論
的
考
察
）（
髙
田
）

第
三
に
、
以
上
の
よ
う
に
、
多
数
説
は
、
限
定
的
混
合
契
約
説
を
前
提
と
し
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
を
事
務
処
理
者
と
す
る
雇
用
契
約

的
事
務
処
理
契
約
を
契
約
の
本
質
的
特
徴
と
認
め
る
が
、
こ
の
多
数
説
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
給
付
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
契
約
類

型
の
要
素
を
認
め
る
べ
き
か
に
関
し
て
さ
ら
に
分
か
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
給
付
に
、
単
純
な
独
立
的
雇
用
契
約
の

性
質
を
認
め
る
見
解
（M

artinek, H
öpfner

）、
知
的
財
貨
使
用
許
諾
の
性
質
を
認
め
る
見
解
（Em

m
erich, U

llm
ann

）、
そ
の
両
者
を
認
め

る
見
解
（Canaris
）
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）　

法
的
性
質
決
定
の
方
法

と
こ
ろ
で
、
法
的
性
質
決
定
は
何
を
基
準
に
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
換
言
す
れ
ば
、
主
要
的
給
付
義
務
が
何
で
あ
る
か
は
、
ど

の
よ
う
に
決
ま
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
基
準
は
、Giesler

、Höpfner

が
主
張
す
る
よ
う
に
、当
事
者
が
契
約
で
実
現
し
よ
う
と
し
た
「
契

約
目
的
」
な
い
し
「
契
約
利
益
」
に
求
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
契
約
目
的
実
現
の
た
め
に
奉
仕
す
る
義
務
を
主
要
的
給
付
義

務
と
み
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
主
要
的
給
付
義
務
を
要
素
と
す
る
契
約
類
型
の
性
質
を
、
当
該
契
約
に
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。で

は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
当
事
者
の
契
約
目
的
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
上
述
し
たGiesler

、H
öpfner

の

見
解
お
よ
び
④
判
決（（（（
（

に
よ
れ
ば
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
契
約
目
的
は
、
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
販
売
を
行
う
利
益
、
さ
ら
に
こ
の
利
益
の

た
め
に
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
に
チ
ェ
ー
ン
店
舗
の
運
営
を
勧
誘
す
る
利
益
、
包
括
的
網
羅
的
に
販
売
す
る
利
益
、
コ
ン
セ
プ
ト
の
市
場

化
・
事
業
拡
大
に
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
の
契
約
目
的
は
、
営
業
コ
ン
セ
プ
ト
お
よ
び
チ
ェ
ー
ン
成
果
へ
の
参
加
、

お
よ
び
、
そ
こ
か
ら
生
じ
る
店
舗
に
よ
る
利
潤
の
実
現
化
に
あ
る
。
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（
3
）
各
説
の
検
討

各
説
を
、
契
約
目
的
を
適
切
に
考
慮
し
て
法
的
性
質
決
定
を
な
し
え
て
い
る
か
、
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
し
て
い
く
。

ア　

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
の
給
付

ま
ず
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
の
主
要
的
給
付
義
務
と
し
て
販
売
促
進
義
務
を
認
め
、
こ
の
要
素
に
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
を
事
務
処
理

者
と
す
る
雇
用
契
約
的
事
務
処
理
契
約
の
性
質
を
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
一
方
で
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約

の
一
般
に
つ
い
て
こ
の
性
質
を
認
め
る
立
場
と
こ
れ
を
否
定
す
る
立
場
（Cebulla, M

öller

）
と
が
対
立
し
て
お
り
、
他
方
で
は
、
そ
の
中

間
的
立
場
と
し
て
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
多
く
は
こ
の
性
質
を
有
す
る
と
し
つ
つ
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
と
し
て
分
類
さ
れ
る
契

約
に
は
、
こ
の
性
質
を
有
し
な
い
も
の
も
存
す
る
こ
と
を
認
め
る
説
（Giesler, M

artinek

）
が
あ
る
。

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
を
事
務
処
理
者
と
す
る
雇
用
契
約
的
事
務
処
理
契
約
の
性
質
（
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
に
販
売
促
進
義
務
が
あ
る
こ
と
）

は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
一
般
に
つ
い
て
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
に
と
っ
て
の

契
約
目
的
を
、「
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
販
売
を
行
う
利
益
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
に
チ
ェ
ー
ン
店
舗
の
運
営
を
勧
誘
す
る
利
益
、
包
括
的

網
羅
的
販
売
、
コ
ン
セ
プ
ト
の
市
場
化
・
事
業
拡
大
」
に
み
る
な
ら
ば
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
の
販
売
促
進
義
務
は
こ
の
契
約
目
的
実
現

の
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
の
で
、
こ
の
義
務
の
要
素
を
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
一
般
に
つ
い
て
否
定
す
る
の
は
、
適
切
で
な
い
と
考
え

ら
れ
る
。

で
は
、
逆
に
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
で
あ
れ
ば
、
常
に
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
の
販
売
促
進
義
務
（
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
を
事
務
処
理
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フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
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契
約
の
法
的
性
質
（
総
論
的
考
察
）（
髙
田
）

者
と
す
る
雇
用
契
約
的
事
務
処
理
契
約
の
性
質
）
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
契
約
の
実
態
に
依
存
す
る
。
す
な
わ
ち
、
こ

の
問
題
は
、
す
べ
て
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
契
約
利
益
（
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
販
売
を
行
う
利
益
、
さ

ら
に
こ
の
利
益
の
た
め
に
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
に
チ
ェ
ー
ン
店
舗
の
運
営
を
勧
誘
す
る
利
益
、
包
括
的
網
羅
的
販
売
、
コ
ン
セ
プ
ト
の
市
場
化
・
事
業
拡

大
）
を
実
現
す
る
た
め
の
義
務
（
販
売
促
進
義
務
）
が
契
約
に
お
け
る
重
要
部
分
を
占
め
て
い
る
か
、
そ
れ
と
も
、
そ
う
で
な
い
契
約
で
、

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
契
約
が
一
定
の
割
合
で
存
在
す
る
と
認
め
ら
れ
る
か
、
に
よ
っ
て
決
ま
る
。
こ
の
問
題
に

最
終
的
に
回
答
す
る
に
は
、
広
範
で
徹
底
的
な
実
態
調
査
が
必
要
で
あ
る
が
、
筆
者
が
把
握
す
る
限
り
、
多
い
と
は
い
え
な
い
も
の
の
、

た
し
か
に
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
契
約
で
あ
っ
て
も
、
か
な
ら
ず
し
も
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
の
販
売
促
進
義
務

を
契
約
の
重
要
部
分
と
は
せ
ず
、
重
点
は
、
む
し
ろ
、
標
章
・
ノ
ウ
ハ
ウ
・
シ
ス
テ
ム
の
使
用
許
諾
に
置
か
れ
て
い
る
も
の
も
散
見
さ
れ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る（（（（
（

。
こ
の
現
状
認
識
を
前
提
と
す
れ
ば
、Giesler

な
い
しM

artinek

の
理
解
の
よ
う
に
、
典
型
的
な
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ

ズ
契
約
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
の
販
売
促
進
義
務
（
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
を
事
務
処
理
者
と
す
る
雇
用
契
約
的
事
務
処
理
契
約
の
性

質
）
が
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
を
欠
く
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
も
と
き
に
存
す
る
と
理
解
す
る
方
が
、
よ
り
適
切
に
実
態
を
受
け
止
め
ら

れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

イ　

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
給
付

つ
ぎ
に
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
主
要
的
給
付
義
務
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
そ
の
要
素
に
ど
の
よ
う
な
法
的
性
質
決
定
を
す
る
べ
き
か
、

を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
の
契
約
目
的
は
「
営
業
コ
ン
セ
プ
ト
お
よ
び
チ
ェ
ー
ン
成
果
へ
の
参
加
、
お
よ
び
、
そ
こ
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か
ら
生
じ
る
店
舗
に
よ
る
利
潤
の
実
現
化
」
に
あ
る
。
こ
の
契
約
目
的
の
た
め
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
給
付
に
つ
い
て
、
各
説
は
そ
れ

ぞ
れ
の
法
的
性
質
を
論
じ
て
い
る
が
、
契
約
目
的
を
適
切
に
考
慮
し
て
い
る
点
で
は
、
各
説
に
優
劣
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の

は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
は
「
営
業
コ
ン
セ
プ
ト
お
よ
び
チ
ェ
ー
ン
成
果
へ
の
参
加
、
お
よ
び
、
そ
こ
か
ら
生
じ
る
店
舗
に
よ
る
利
潤
の

実
現
化
」
の
た
め
の
給
付
を
行
う
が
、
そ
の
給
付
は
、
使
用
許
諾
と
し
て
性
質
づ
け
る
こ
と
も
、
単
純
な
独
立
的
雇
用
契
約
上
の
給
付
と

し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
も
、
ま
た
そ
の
両
方
の
性
質
を
認
め
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
を
認
め
た
上
で
、
さ
ら
に
ど

の
見
解
が
適
切
か
を
検
討
す
る
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
的
性
質
決
定
か
ら
導
か
れ
る
具
体
的
帰
結
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

五　

日
本
法
に
基
づ
く
法
的
性
質
決
定
の
方
向
性

以
上
の
考
察
を
踏
ま
え
る
と
、
日
本
法
に
基
づ
く
法
的
性
質
決
定
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
方
向
性
が
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
日
本
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
に
つ
い
て
も
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
に
と
っ
て
の
契
約
目
的
が
、「
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
販
売

を
行
う
利
益
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
に
チ
ェ
ー
ン
店
舗
の
運
営
を
勧
誘
す
る
利
益
、
包
括
的
網
羅
的
販
売
、
コ
ン
セ
プ
ト
の
市
場
化
・
事

業
拡
大
」
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
た
め
の
販
売
促
進
義
務
に
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
を
受
任
者
と
す
る
準
委
任
契
約
と
い

う
本
質
的
特
徴
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
そ
の
法
的
性
質
決
定
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
具
体
的
帰
結
が
も
た
ら
さ
れ
る
か
、
と

り
わ
け
、
ど
の
条
文
の
適
用
が
基
礎
づ
け
ら
れ
う
る
か
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
に
分
類
さ

れ
る
も
の
の
中
に
、
例
外
的
に
、
販
売
促
進
義
務
を
主
要
な
要
素
と
し
て
持
た
な
い
も
の
が
一
定
程
度
存
す
る
可
能
性
も
視
野
に
置
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。



二
五
七

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
法
的
性
質
（
総
論
的
考
察
）（
髙
田
）

つ
ぎ
に
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
給
付
（
経
営
体
開
設
・
編
入
義
務
お
よ
び
経
営
支
援
義
務
）
に
ど
の
よ
う
な
契
約
類
型
要
素
を
認
め
う
る

か
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
に
関
す
る
ド
イ
ツ
の
三
つ
の
説
は
、
日
本
法
を
前
提
に
す
る
と
、
準
委
任
契
約
を
認
め
る
説
、
知

的
財
貨
使
用
許
諾
契
約
の
性
質
を
認
め
る
説
、
両
者
を
認
め
る
説
と
な
る
。
そ
し
て
、
先
の
考
察
に
よ
れ
ば
、
契
約
目
的
を
受
け
止
め
る

と
い
う
点
で
は
、
各
説
に
優
劣
は
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
日
本
法
に
基
づ
く
法
定
性
質
決
定
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
説
が
導
く
具
体
的
帰
結
を

検
討
し
、
そ
の
具
体
的
帰
結
が
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
を
め
ぐ
る
紛
争
の
処
理
に
対
し
て
、
適
切
な
解
決
基
準
を
提
供
し
う
る
か
否
か
と

い
う
観
点
か
ら
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
二
〇
一
四
年
八
月
脱
稿
）

（
1
）
潮
見
佳
男
『
契
約
各
論
Ｉ
』（
二
〇
〇
二
年
）
一
〇
頁
。

（
2
）
大
村
敦
志
『
典
型
契
約
と
性
質
決
定
』（
一
九
九
七
年
）
三
五
一
頁
以
下
、
山
本
敬
三
「
契
約
法
の
改
正
と
典
型
契
約
の
役
割
」『
債
権
法
改
正

の
課
題
と
方
向
』
別
冊
Ｎ
Ｂ
Ｌ
五
一
号
（
一
九
九
八
年
）
所
収
五
頁
以
下
。
こ
の
議
論
に
つ
い
て
見
通
し
の
よ
い
整
理
を
与
え
る
も
の
と
し
て
、

潮
見
佳
男
・
前
掲
書
五
頁
以
下
、
石
川
博
康
「
典
型
契
約
と
契
約
内
容
の
確
定
」『
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊　

新
・
法
律
学
の
争
点
シ
リ
ー
ズ
1　

民
法

の
争
点
』（
二
〇
〇
七
年
）
所
収
二
三
六
頁
以
下
、
沖
野
眞
已
・
最
判
平
成
二
〇
・
七
・
四
判
例
時
報
二
〇
二
八
号
三
二
頁
評
釈
判
例
タ
イ
ム
ズ
一

二
九
八
号
（
二
〇
〇
九
年
）
四
八
頁
以
下
。

（
3
）
我
妻
栄
『
債
権
各
論　

上
巻
』（
一
九
五
四
年
）
四
七
頁
以
下
、
同
『
債
権
各
論　

中
巻
一
』（
一
九
五
七
年
）
二
二
〇
頁
。

（
4
）
山
本
敬
三
・
前
掲
論
文
一
〇
頁
は
、「
典
型
契
約
類
型
に
入
り
き
ら
な
い
よ
う
な
契
約
類
型
」
の
代
表
例
と
し
て
、
石
川
博
康
・
前
掲
論
文
二
三

七
頁
は
、「
非
典
型
の
契
約
類
型
で
あ
っ
て
も
そ
れ
が
法
的
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
や
ス
キ
ー
マ
と
し
て
法
適
用
者
や
契
約
当
事
者
に
お
い
て
実
際
に
構
成

さ
れ
て
い
る
」
例
と
し
て
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
を
挙
げ
る
。

（
5
）
詳
し
く
は
、
川
越
憲
治
『
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
シ
ス
テ
ム
の
法
理
論
』（
二
〇
〇
一
年
）
三
頁
以
下
、
金
井
高
志
『
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
裁
判
例

の
理
論
分
析
』（
二
〇
〇
五
年
）
一
二
頁
以
下
、
小
塚
荘
一
郎
『
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
論
』（
二
〇
〇
六
年
）
三
六
頁
以
下
参
照
。
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（
6
）
こ
れ
は
日
本
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
チ
ェ
ー
ン
協
会
が
採
用
す
る
定
義
で
あ
る
（
日
本
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
チ
ェ
ー
ン
協
会
編
『
新
版　

フ
ラ
ン
チ
ャ

イ
ズ
・
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』（
二
〇
一
二
年
）
二
二
頁
）。

（
7
）
小
塚
荘
一
郎
・
前
掲
書
四
四
頁
以
下
、
同
五
四
頁
、
西
口
元
ほ
か
編
『
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
法
律
相
談
』（
第
三
版
、
二
〇
一
三
年
）（
以
下
、

西
口
元
ほ
か
編
『
法
律
相
談
』
と
し
て
引
用
。）
一
三
頁
。

（
8
）
川
越
憲
治
・
前
掲
書
八
三
頁
以
下
、
小
塚
荘
一
郎
・
前
掲
書
三
七
頁
。

（
9
）
金
井
高
志
・
前
掲
書
一
四
頁
以
下
、
西
口
元
ほ
か
編
『
判
例
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク　

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
』（
二
〇
一
二
年
）（
以
下
、
西
口
元
ほ

か
編
『
判
例
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
と
し
て
引
用
。）
四
頁
以
下
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
消
費
者
問
題
対
策
委
員
会
編
『
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
事
件
処
理
の

手
引
』（
二
〇
一
二
年
）
六
頁
、
西
口
元
ほ
か
編
『
法
律
相
談
』
一
四
頁
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
も
の
以
外
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
特
約
店

契
約
お
よ
び
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
特
徴
と
そ
の
解
消
に
つ
い
て
（
一
）」（
以
下
、「
特
徴
と
解
消
」
と
し
て
引
用
）
法
学
新
報
一
〇
五
巻
八
＝

九
号
（
一
九
九
九
年
）
二
二
六
頁
以
下
を
参
照
。

（
10
）
な
お
、
金
井
高
志
弁
護
士
は
、
こ
の
三
つ
の
性
質
に
加
え
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
に
対
し
、
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て
継

続
的
に
改
良
・
開
発
し
、
こ
れ
を
継
続
的
に
提
供
し
、
ま
た
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
伝
達
の
た
め
に
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
な
い
し
そ
の
従
業
員
に
対
し

て
訓
練
等
を
行
う
な
ど
の
指
導
・
援
助
義
務
を
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
を
委
任
者
と
す
る
準

委
任
的
要
素
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
る
（
前
掲
書
一
五
頁
）。

（
11
）
川
越
憲
治
・
前
掲
書
九
二
頁
以
下
。
同
旨
、
小
塚
荘
一
郎
・
前
掲
書
五
一
頁
以
下
。
た
だ
し
、
小
塚
教
授
は
、
独
自
の
種
類
の
契
約
と
位
置
づ

け
る
場
合
、そ
の
ま
ま
で
は
解
釈
論
や
制
度
設
計
の
指
針
が
得
ら
れ
ず
、法
律
論
が
恣
意
に
流
れ
、実
務
の
追
認
に
終
わ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
さ
れ
、

そ
れ
に
代
わ
る
指
針
を
、
契
約
条
項
に
即
し
て
見
出
す
こ
と
が
不
可
欠
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
実
際
、
小
塚
教
授
は
、
多
く
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ

契
約
が
共
通
し
て
備
え
る
「
標
準
的
な
」
条
項
を
見
つ
け
う
る
こ
と
を
前
提
に
、
そ
の
標
準
的
な
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
に
お
け
る
特
徴
的
な
契

約
条
項
を
分
析
し
、
そ
の
機
能
を
明
ら
か
に
さ
れ
る
（
小
塚
荘
一
郎
・
前
掲
書
五
三
頁
以
下
）。
さ
ら
に
ま
た
、
吉
井
啓
子
教
授
は
、
典
型
契
約
の

要
素
が
組
み
合
わ
さ
っ
た
混
合
契
約
で
あ
る
と
単
純
に
説
明
し
え
な
い
独
自
性
が
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
に
あ
る
か
否
か
と
い
う
観
点
か
ら
分
析

を
行
い
こ
れ
を
肯
定
し
、
同
契
約
に
は
「
典
型
契
約
に
は
帰
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
「
非
典
型
契
約
」
と
し
て
の
独
自
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
さ
れ
る
（
Ｎ
Ｂ
Ｌ
九
三
九
号
（
二
〇
一
〇
年
）
六
二
頁
以
下
）。

（
12
）
さ
ら
に
別
の
角
度
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
説
と
し
て
、
藤
原
正
則
教
授
の
見
解
が
あ
る
（
藤
原
正
則
「
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
と
多
角
的
法
律



二
五
九

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
法
的
性
質
（
総
論
的
考
察
）（
髙
田
）

関
係
」
法
律
時
報
八
二
巻
二
号
（
二
〇
一
〇
年
）
一
一
一
頁
以
下
、
同
「
ネ
ッ
ト
契
約
と
し
て
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
？
（
二
・
完
）」
北
大
法

学
論
集
六
一
巻
一
号
（
二
〇
一
〇
年
）
五
一
頁
以
下
）。
藤
原
教
授
は
、
ド
イ
ツ
の
ネ
ッ
ト
契
約
理
論
に
示
唆
を
え
て
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の

解
釈
に
お
い
て
、「
団
体
、
組
合
の
要
素
」
を
顧
慮
す
る
方
向
性
を
提
示
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ネ
ッ
ト
契
約
理
論
と
は
、
ト
イ
ブ
ナ
ー
な
ど
ド
イ

ツ
の
一
部
の
学
説
が
提
唱
す
る
理
論
で
、
参
加
者
の
独
立
性
を
保
持
し
つ
つ
、
組
織
形
成
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
得
よ
う
と
す
る
シ
ス
テ
ム
が
契
約

を
通
じ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
特
徴
を
解
釈
論
に
反
映
す
る
べ
き
と
す
る
理
論
で
あ
る
と
こ
ろ
、
こ
の
理
論
の
応
用
場
面
の
一
つ
と

し
て
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
は
、
組
織
が
非
集
中
的
な
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
参
加
者
に
危
険
と
利
益
が
分
散
さ
れ
て
い
る
と
説
く
。

こ
の
分
析
視
角
か
ら
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
を
事
務
処
理
者
と
す
る
事
務
処
理
契
約
の
要
素
を
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
シ
ス
テ
ム
が
持
っ
て
い
る
こ

と
は
、
よ
り
説
得
的
に
論
証
可
能
に
な
る
、
と
い
う
。

（
13
）
も
っ
と
も
、
周
知
の
よ
う
に
、
前
掲
最
判
平
成
二
〇
・
七
・
四
は
、
あ
る
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
チ
ェ
ー
ン
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
が
フ

ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
を
代
行
し
て
商
品
供
給
者
に
対
し
て
行
っ
て
い
た
代
金
支
払
に
つ
い
て
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
が
そ
の
詳
細
な
内
容
の
報
告
を

請
求
し
た
事
案
に
関
す
る
当
該
事
案
に
お
け
る
契
約
に
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
を
受
任
者
と
す
る
準
委
任
契
約
の
性
質
を
認
め
、
こ
れ
を
根
拠
に

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
は
代
金
支
払
に
関
す
る
報
告
義
務
を
負
う
と
解
し
た
が
、
こ
の
判
決
は
活
発
な
議
論
を
呼
ん
だ
。
こ
の
判
決
を
め
ぐ
る
文
献

は
膨
大
な
数
に
わ
た
る
が
、
こ
こ
で
は
、
後
藤
巻
則
・
最
判
平
成
二
〇
・
七
・
四
評
釈
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
七
六
号
（
二
〇
〇
九
年
）
八
五
頁
、
沖

野
眞
已
・
前
掲
評
釈
四
一
頁
、
山
本
豊
・
最
判
平
成
二
〇
・
七
・
四
評
釈
私
法
判
例
リ
マ
ー
ク
ス
四
〇
号
（
二
〇
一
〇
年
）
四
二
頁
を
挙
げ
て
お

く
。

（
14
）
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
特
徴
と
解
消
（
二
）」
法
学
新
報
一
〇
五
巻
一
〇
＝
一
一
号
（
一
九
九
九
年
）
九
八
頁
以
下
参
照
。

（
15
）
こ
れ
ら
の
ほ
か
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
店
舗
物
件
に
関
す
る
賃
貸
借
契
約
の
要
素
、
取
扱
商
品
に
関
す
る
売
買
契
約
の
要
素
が
含
ま
れ
う
る
こ
と

も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
16
）
こ
こ
で
の
記
述
に
関
連
す
る
範
囲
で
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
条
文
訳
を
掲
げ
る
（
右
近
健
男
編
『
注
釈
ド
イ
ツ
契
約
法
』（
一
九
九
五
年
）
三
七
二
頁
以
下

（
青
野
博
之
執
筆
）、四
八
二
頁
以
下
（
今
西
康
人
執
筆
）
を
参
考
に
し
た
。）。
な
お
、Ｂ
Ｇ
Ｈ
は
、通
常
の
解
約
お
よ
び
特
別
の
解
約
に
関
し
て
は
、

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
に
対
し
て
、
Ｈ
Ｇ
Ｂ
の
条
文
を
類
推
適
用
し
て
い
る
（
拙
稿
「
特
徴
と
解
消
（
二
）」
法
学
新
報
一
〇
五
巻
一
〇
＝
一
一 

号
九
八
頁
以
下
参
照
）
の
で
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
雇
用
契
約
に
関
す
る
通
常
・
特
別
の
解
約
の
規
定
の
訳
出
は
行
わ
な
い
。

六
一
一
条　

雇
用
契
約
に
お
け
る
契
約
典
型
的
な
義
務



二
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〇

（
一
）　

雇
用
契
約
に
よ
り
、
労
務
を
約
し
た
者
は
、
約
束
し
た
労
務
を
給
付
す
る
義
務
を
負
い
、
相
手
方
は
、
合
意
し
た
報
酬
を
与
え
る
義
務

を
負
う
。　

（
二
）　

い
か
な
る
種
類
の
労
務
も
、
雇
用
契
約
の
目
的
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

六
一
二
条　

報
酬

（
一
）　

報
酬
は
、労
務
給
付
が
、事
情
に
よ
れ
ば
報
酬
と
引
換
え
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
と
き
は
、黙
示
で
合
意
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

（
二
）　

報
酬
の
額
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
場
合
に
お
い
て
、報
酬
規
定
が
あ
る
と
き
は
、報
酬
規
定
に
よ
る
報
酬
が
、報
酬
規
定
が
な
い
と
き
は
、

通
常
の
報
酬
が
合
意
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

六
一
三
条　

非
譲
渡
性

　

労
務
給
付
義
務
者
は
、
疑
わ
し
い
と
き
は
、
自
ら
給
付
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
労
務
を
求
め
る
請
求
権
は
、
疑
わ
し
い
と
き
は
、
譲
渡

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

六
一
四
条　

報
酬
の
支
払
時
期

　

報
酬
は
、
労
務
給
付
の
後
に
支
払
う
べ
き
も
の
と
す
る
。
報
酬
が
期
間
で
定
め
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、
報
酬
は
、
各
期
間
の
経
過
後
に
支
払

う
べ
き
も
の
と
す
る
。

六
一
八
条　

保
護
措
置
義
務

（
一
）　

労
務
給
付
請
求
権
者
は
、
労
務
給
付
義
務
者
が
、
労
務
給
付
の
性
質
が
許
す
限
り
で
生
命
お
よ
び
健
康
に
と
っ
て
の
危
険
か
ら
保
護
さ

れ
る
態
様
で
、
自
身
が
労
務
の
実
行
の
た
め
に
手
配
す
る
べ
き
場
所
、
設
備
又
は
器
具
を
設
置
し
、
及
び
維
持
し
、
か
つ
、
自
身
の
命
令
又
は

指
揮
の
下
に
行
わ
れ
る
労
務
給
付
を
規
律
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
二
項
以
下
省
略
）

第
一
二
節
委
任
、
事
務
処
理
契
約
及
び
支
払
の
給
付

第
一
款　

委
任

六
六
二
条　

委
任
に
お
け
る
契
約
典
型
的
な
義
務

委
任
の
承
諾
に
よ
っ
て
、
受
任
者
は
、
委
任
者
か
ら
委
託
さ
れ
た
事
務
を
、
委
任
者
の
た
め
に
、
無
償
で
処
理
す
る
義
務
を
負
う
。

六
六
五
条　

指
図
と
異
な
る
こ
と
を
す
る
場
合



二
六
一

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
法
的
性
質
（
総
論
的
考
察
）（
髙
田
）

受
任
者
は
、
事
情
に
よ
れ
ば
、
委
任
者
は
、
事
実
を
知
っ
て
い
れ
ば
指
図
と
異
な
る
こ
と
を
す
る
こ
と
を
是
認
し
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
こ
と

が
許
さ
れ
る
と
き
は
、
委
任
者
の
指
図
と
異
な
る
こ
と
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
受
任
者
は
、
猶
予
に
よ
る
危
険
が
な
い
と
き
は
、
指
図
と
異

な
る
こ
と
を
す
る
前
に
、
委
任
者
に
通
知
を
し
、
そ
の
決
定
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

六
六
六
条　

報
告
義
務
及
び
結
果
報
告
義
務

受
任
者
は
、
委
任
者
に
対
し
て
、
必
要
な
通
知
を
行
い
、
求
め
に
応
じ
て
事
務
の
状
況
を
報
告
し
、
か
つ
、
委
任
の
実
行
後
に
、
結
果
の
報
告

を
す
る
義
務
を
負
う
。

六
六
七
条　

引
渡
義
務

受
任
者
は
、
委
任
者
に
対
し
て
、
委
任
の
実
行
の
た
め
に
取
得
す
る
す
べ
て
の
も
の
及
び
、
事
務
処
理
か
ら
得
る
す
べ
て
の
も
の
を
引
き
渡
す

義
務
を
負
う
。

六
七
〇
条　

費
用
償
還

受
任
者
が
、
委
任
の
実
行
の
た
め
に
費
用
支
出
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
受
任
者
が
、
事
情
に
よ
れ
ば
そ
の
費
用
支
出
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
き
は
、
委
任
者
は
、
償
還
を
す
る
義
務
を
負
う
。

第
二
款　

事
務
処
理
契
約

六
七
五
条　

有
償
の
事
務
処
理

（
一
）　

事
務
処
理
を
目
的
と
す
る
雇
用
契
約
又
は
請
負
契
約
に
は
、
本
款
に
お
い
て
異
な
る
定
め
が
な
い
限
り
、
六
六
三
条
、
六
六
五
条
な
い

し
六
七
〇
条
及
び
六
七
二
条
な
い
し
六
七
四
条
を
準
用
し
、
義
務
者
に
、
解
約
予
告
期
間
を
遵
守
す
る
こ
と
な
く
解
約
告
知
を
す
る
権
利
が
あ

る
と
き
は
、
六
七
一
条
二
項
も
準
用
す
る
。

（
二
項
省
略
）

（
17
）
我
妻
栄
『
債
権
各
論　

中
巻
二
』（
一
九
六
二
年
）
五
三
二
頁
・
五
四
〇
頁
、
石
田
穣
『
民
法
Ｖ
（
契
約
法
）』（
一
九
八
二
年
）
二
九
四
頁
、 

幾
代
通
・
広
中
俊
雄
編
『
新
版　

注
釈
民
法
（
一
六
）　

債
権
（
七
）』（
一
九
八
九
年
）
二
頁
以
下
（
幾
代
通
執
筆
）、
二
〇
六
頁
（
明
石
三
郎
執

筆
）、
広
中
俊
雄
『
債
権
各
論
講
義
』（
第
六
版
、
一
九
九
四
年
）
二
四
三
頁
。

（
18
）V

gl. Em
m

erich, BGB – Schuldrecht Besonderer T
eil

（12. A
ufl., 2009

）, 125f.; Brox/W
alker, Besonderes Schuldrecht

（35.
A

ufl., 2011

）, 239; M
ansel, in: Jauernig

（H
rsg.

）, Jauernig Bürgerliches Gesetzbuch

（14. A
ufl., 2011

）, V
or§

611 Rn.11, Rn. 



二
六
二

18ff..  

ま
た
、
右
近
健
男
編
・
前
掲
書
三
七
二
頁
（
青
野
博
之
執
筆
）
参
照
。

（
19
）
な
お
、
有
償
の
労
務
給
付
契
約
の
う
ち
、
労
務
給
付
義
務
者
が
一
定
の
結
果
の
発
生
に
ま
で
責
任
を
負
う
と
き
は
、
日
本
法
と
同
様
、
請
負
契

約
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
Ｂ
Ｇ
Ｂ
は
、
請
負
契
約
に
あ
た
る
契
約
で
も
六
七
五
条
一
項
で
い
う
事
務
処
理
の
概
念
を
満
た
す
も
の
も
あ
る

こ
と
を
前
提
に
、
そ
の
よ
う
な
請
負
契
約
に
は
、
事
務
処
理
契
約
規
定
を
準
用
す
る
旨
、
同
条
に
お
い
て
規
定
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
よ

う
な
請
負
契
約
を
、
請
負
契
約
的
事
務
処
理
契
約
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

（
20
）Schlechtriem

, Schuldrecht Besonderer T
eil

（6. A
ufl., 2003

）, 145; Eckert, Schuldrecht Besonderer T
eil

（2. A
ufl., 2005

）, 234f.;  
E

m
m

erich, aaO
., 128; B

rox/W
alker, aaO

., 239; Schreiber, in: Schulze

（Schriftleitung

）, B
ürgerliches G

esetzbuch 
H

andkom
m

entar
（6. A

ufl., 2009

）,§
611 Rn. 3f.; M

ansel, in: Jauernig

（H
rsg.

）, aaO
., V

or§
611 Rn. 2f..

（
21
）
労
働
契
約
は
、
従
属
的
雇
用
契
約
〔abhängiger D

ienstvertrag

〕
と
も
呼
ば
れ
る
。
労
働
契
約
は
、
人
格
的
従
属
性
の
程
度
、
す
な
わ

ち
、
労
働
組
織
へ
の
編
入
の
有
無
に
よ
っ
て
独
立
的
雇
用
契
約
と
区
別
さ
れ
、
区
別
の
た
め
の
識
別
基
準
と
し
て
は
、
労
務
給
付
請
求
権
者
へ

の
指
示
拘
束
性
、
労
働
場
所
・
時
間
の
他
人
決
定
性
、
労
働
給
付
の
人
格
的
拘
束
性
、
他
の
労
働
の
禁
止
が
あ
る
（V

gl. Eckert, aaO
., 234f.; 

Em
m

erich, aaO
., 128.; M

ansel, in: Jauernig

（H
rsg.

）, aaO
., V

or§
611 Rn. 3.  

ま
た
、
小
塚
荘
一
郎
『
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
論
』一
三
九

頁
以
下
参
照
。）。

（
22
）
独
立
的
雇
用
契
約
は
、
自
由
雇
用
契
約
〔freier D

ienstvertrag

〕
と
も
呼
ば
れ
る
。

（
23
）BGH

Z 45, 223

（1966. 4. 25

）; BGH
 N

JW
-RR 2004, 989

（2004. 4. 29

）.  

詳
し
く
は
、
拙
稿
「
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
購

入
利
益
を
め
ぐ
る
法
的
処
理
」
法
学
新
報
一
二
〇
巻
一
一
＝
一
二
号
（
二
〇
一
四
年
）
四
三
頁
以
下
参
照
。

（
24
）
独
立
的
雇
用
契
約
の
う
ち
、
雇
用
契
約
的
事
務
処
理
契
約
で
な
い
契
約
に
つ
い
て
、
一
般
的
な
呼
称
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。Giesler

が
こ
の
タ

イ
プ
の
契
約
を「
純
粋
な
雇
用
契
約〔reiner D

ienstvertrag
〕」と
表
現
し
て
い
る
の
を
参
考
に
し
て（Giesler, in: Giesler/N

auschütt （H
rsg.

）

, 
Franchiserecht

（2. A
ufl., 2007

）, 399

）、
本
稿
で
は
、
単
純
な
独
立
的
雇
用
契
約
と
い
う
呼
称
を
用
い
る
。

（
25
）
雇
用
契
約
に
関
す
る
規
定
の
う
ち
、
独
立
的
雇
用
契
約
に
だ
け
適
用
が
あ
る
も
の
は
、
一
般
的
に
、
社
会
的
・
経
済
的
弱
者
で
あ
る
労
務
給

付
義
務
者
に
特
別
な
法
的
保
護
を
あ
た
え
る
趣
旨
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
は
さ
れ
て
い
な
い
（V

gl. M
edicus/Lorenz, Schuldrecht II 

Besonderer T
eil

（15. A
ufl., 2010

）, 212f..  

同
書
は
、
雇
用
契
約
に
お
け
る
力
関
係
は
非
常
に
多
様
で
あ
り
、
す
べ
て
の
雇
用
契
約
に
あ
て
は

ま
る
典
型
的
な
保
護
必
要
性
は
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
、「
し
た
が
っ
て
、
す
べ
て
の
種
類
の
雇
用
契
約
を
対
象
と
し
よ
う
と
す
る
規
範



二
六
三

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
法
的
性
質
（
総
論
的
考
察
）（
髙
田
）

は
、
社
会
的
理
由
に
基
づ
く
保
護
の
点
で
、
中
立
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
る
。）。
も
っ
と
も
、
例
外
的
に
、
独
立
的
雇
用
契
約
を
も
適

用
対
象
と
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
社
会
的
保
護
思
想
に
基
づ
く
も
の
と
明
確
に
認
め
ら
れ
て
い
る
規
定
も
あ
る
。
そ
の
唯
一
の
規
定
は
、

六
一
六
条
で
あ
り
（V

gl. Schreiber, in: Schulze

（Schriftleitung

）, aaO
.,§

616 Rn. 1.; M
ansel, in: Jauernig

（H
rsg.

）, aaO
.,§

616 Rn. 
1.  

ま
た
、
右
近
健
男
編
・
前
掲
書
三
八
七
頁
以
下
（
青
野
博
之
執
筆
）
参
照
。）、
こ
の
条
文
は
労
務
給
付
に
対
す
る
一
時
的
障
害
が
存
し
た
と
き

も
報
酬
請
求
権
が
存
続
す
る
こ
と
を
定
め
る
。
ち
な
み
に
、
安
全
配
慮
義
務
を
定
め
る
六
一
八
条
は
、
労
務
給
付
請
求
権
者
が
負
う
一
般
的
な
配

慮
義
務
〔Fürsorgepflicht

〕
を
具
体
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
（Schreiber, in: Schulze

（Schriftleitung

）, aaO
.,§

617

─§
619 Rn. 1.; 

M
ansel, in: Jauernig

（H
rsg.

）, aaO
.,§

618

─§
619 Rn.1

）、
こ
の
一
般
的
な
配
慮
義
務
は
、
信
義
則
（
二
四
二
条
）
に
由
来
す
る
と
さ
れ
て

い
る
（M

ansel, in: Jauernig

（H
rsg.

）, aaO
.,§

611 Rn. 38.   

右
近
健
男
編
・
前
掲
書
三
七
五
頁
（
青
野
博
之
執
筆
）。）。

（
26
）
た
だ
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
あ
る
具
体
的
な
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
と
称
す
る
契
約
に
関
し
て
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
に
従
属
性
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
、
し
た
が
っ
て
、
当
該
契
約
が
労
働
法
の
適
用
の
あ
る
労
働
契
約
に
該
当
す
る
の
で
は
な
い
か
が
、
個
別
の
ケ
ー
ス
で
問
題
と
な
る
こ
と

は
あ
る
（
小
塚
荘
一
郎
・
前
掲
書
一
三
九
頁
以
下
参
照
）。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
に
つ
い
て
一
般
的
に
雇
用
契
約
的
事
務
処

理
契
約
の
性
質
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
は
別
個
の
問
題
で
あ
る
。

（
27
）
も
っ
と
も
、
実
際
に
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
に
は
、
一
定
の
法
理
に
基
づ
い
て
法
的
保
護
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
は
、

Ｈ
Ｇ
Ｂ
の
類
推
適
用
や
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
誠
実
義
務
と
い
う
法
律
構
成
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
労
働
者
保
護
法
理
の
準
用
に
よ
る
も
の

で
は
な
い
。
Ｈ
Ｇ
Ｂ
の
類
推
適
用
お
よ
び
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
誠
実
義
務
の
基
礎
づ
け
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
て
も
若
干
紹
介
す
る
。
こ
の
点

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
特
徴
と
解
消
（
二
）」
法
学
新
報
一
〇
五
巻
一
〇
＝
一
一
号
八
五
頁
以
下
、
九
八
頁
以
下
参
照
。

（
28
）
後
述
の
議
論
と
の
関
係
で
敷
衍
す
れ
ば
、
ド
イ
ツ
で
は
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
経
営
支
援
義
務
の
要
素
に
単
純
な
独
立
的
雇
用
契
約
の
性
質
を

認
め
る
見
解
が
多
い
と
こ
ろ
、
こ
の
見
解
に
立
て
ば
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
は
、
経
営
支
援
の
給
付
の
際
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
に
対
し
て
利
益

擁
護
義
務
を
負
わ
な
い
こ
と
と
な
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
詳
し
い
検
討
は
、
別
稿
に
譲
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

（
29
）Giesler, in: Giesler/N

auschütt

（H
rsg.

）, aaO
., 463.  

ま
た
、Gitter
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
は
、
代
理
商
同
様
の
活
動
義
務
を
負

い
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
の
義
務
は
、「
販
売
方
針
を
積
極
的
に
構
築
す
る
」
態
様
で
規
定
さ
れ
て
い
る
、
と
述
べ
る
（Gitter, H

andbuch des 
Schuldrechts Gebrauchsüberlassungsverträge

（1988

）, 489

）。M
artinek

は
、
販
売
促
進
義
務
は
個
々
の
契
約
・
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
で
個

別
具
体
的
に
規
定
さ
れ
て
い
る
と
し
つ
つ
、
そ
の
枠
内
で
も
、
と
く
に
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
が
求
め
る
の
は
、「
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
店
舗
を
、



二
六
四

チ
ェ
ー
ン
シ
ン
ボ
ル
の
強
調
お
よ
び
給
付
作
業
の
特
別
な
態
様
を
通
じ
て
、
チ
ェ
ー
ン
商
品
の
販
売
の
た
め
に
方
向
付
け
る
こ
と
」
で
あ
る
と
す

る
（M

artinek, M
oderne V

ertragstypen Bd II （1992

）, 68

）。
な
お
、Canaris

は
、
販
売
促
進
義
務
に
相
当
す
る
義
務
を
、「
コ
ン
セ
プ
ト

適
用
義
務
〔Pflicht zur K

onzeptanw
endung

〕」
と
表
現
し
て
い
る
（Canaris, H

andelsrecht

（24. A
ufl., 2006

）, 300

）。

（
30
）Giesler, in: Giesler/N

auschütt

（H
rsg.

）, aaO
., 464.

（
31
）Gitter, aaO

., 489f.; H
öpfner, K

ündigungsschutz und A
usgleichsansprüche des Franchisenehm

ers bei der Beendigung von 
Franchiseverträgen

（1997

）, 64.

（
32
）Canaris, aaO

., 300.

（
33
）H

öpfner, aaO
., 64.

（
34
）
さ
ら
に
、「
販
売
促
進
義
務
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
の
給
付
義
務
で
あ
っ
て
、
他
の
中
間
流
通
業
者
の
義
務
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
類
比
可
能
な
も
の

で
あ
る
。」「
販
売
促
進
義
務
が
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
を
中
間
流
通
業
者
に
し
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
を
、
単
に
契
約
の
権
利
を
自
己
の
利
益
の

た
め
に
利
用
す
る
純
粋
な
ラ
イ
セ
ン
シ
ー
か
ら
、
本
質
的
に
区
別
す
る
の
で
あ
る
。」
と
述
べ
る
。Giesler, in: Giesler/N

auschütt

（H
rsg.

）, 
aaO

., 463ff..

（
35
）
「
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
販
売
組
織
に
編
入
さ
れ
て
い
る
の
で
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
に
は
、
契
約
財
貨
の
販
売
を
促

進
す
る
義
務
を
負
う
。」「
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
シ
ス
テ
ム
に
も
通
常
存
し
て
い
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
自
己
決
定
的
な
動
機
付
け
、

販
売
の
動
態
性
に
依
拠
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
消
極
的
な
行
為
し
か
し
な
い
こ
と
は
、
こ
れ
に
反
す
る
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
。Gitter, aaO

., 489.

（
36
）
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ン
グ
は
、「
完
全
に
、
利
益
擁
護
お
よ
び
事
務
処
理
思
想
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
た
、
メ
ー
カ
ー
な
い
し
チ
ェ
ー
ン
統
括
者

の
『
延
長
さ
れ
た
手
』
と
し
て
の
流
通
機
関
と
い
う
像
を
伴
う
、
中
間
流
通
法
の
思
考
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
」
と
い
う
。M

artinek, 
aaO

., 66.

（
37
）Canaris

は
、
販
売
促
進
義
務
は
「
Ｂ
Ｇ
Ｂ
六
七
五
条
一
項
、
六
一
一
条
の
意
味
で
の
事
務
処
理
契
約
・
雇
用
契
約
の
性
質
を
も
つ
。
な
ぜ
な

ら
、
こ
の
義
務
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
利
益
の
た
め
に
（
も
）
規
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
か
つ
、
活
動
の
単
な
る
実
行
を
目
的
と
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
」
と
し
（Canaris, aaO

., 300

）、M
artinek

は
、
販
売
促
進
は
、「
Ｂ
Ｇ
Ｂ
六
七
六
条
、
六
一
一
条
に
よ
る
、
雇
用
契
約
上

の
他
人
の
事
務
処
理
に
あ
た
る
」「
な
ぜ
な
ら
、
販
売
促
進
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
の
固
有
の
利
益
追
求
の
た
め
だ
け
に
行
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
利
益
擁
護
の
た
め
に
も
、
し
か
も
も
っ
ぱ
ら
そ
の
た
め
に
行
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。」
と
い
う
（M

artinek, aaO
., 69f.

）。
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イ
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総
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察
）（
髙
田
）

Giesler

も
、「
販
売
促
進
義
務
は
、
利
益
擁
護
義
務
で
あ
っ
て
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
事
務
処
理
的
雇
用
契
約
の
要
素
に
あ
た
る
。
Ｂ
Ｇ
Ｂ

六
七
五
条
、
六
一
一
条
以
下
が
適
用
可
能
で
あ
る
。」
と
述
べ
る
（Giesler, in: Giesler/N

auschütt

（H
rsg.

）, aaO
., 464

）。
法
的
性
質
を
め
ぐ

る
各
論
者
の
議
論
は
後
で
詳
述
す
る
。

（
38
）M

artinek

は
、「
代
理
商
契
約
は
、
利
益
擁
護
的
中
間
流
通
を
目
的
と
す
る
事
務
処
理
契
約
と
い
う
特
別
の
類
型
で
あ
っ
て
、
そ
の
規
定
お
よ

び
規
律
範
型
と
と
も
に
、
多
く
の
点
で
、
広
範
に
、
従
属
型
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ン
グ
の
た
め
の
指
導
形
象
と
し
て
妥
当
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

と
い
う
（M

artinek, aaO
., 105.

）。
も
っ
と
も
、
一
般
に
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
に
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
を
事
務
処
理
者
と
す
る
事
務
処
理

的
雇
用
契
約
の
要
素
が
認
め
ら
れ
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
代
理
商
法
の
規
定
の
類
推
適
用
が
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
類
推
適
用
が
問
題
と
な
る

個
々
の
代
理
商
法
の
規
定
に
つ
い
て
、
個
別
的
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
法
趣
旨
に
基
準
を
置
い
て
、
類
推
適
用
の
可
否
が
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、

と
さ
れ
て
い
る
（V

gl. K
roll, in: Giesler/N

auschütt

（H
rsg.

）, aaO
., 500

）。
こ
の
点
は
別
稿
で
論
じ
る
。

（
39
）Canaris, aaO

., 293, 300.

（
40
）
そ
の
よ
う
な
用
法
が
み
ら
れ
る
文
献
と
し
て
、つ
ぎ
の
も
の
が
あ
る
。Ullm

ann, CR 1991, 193, 196, 199f.; Cebulla, D
ie Pacht nichtsächlicher 

Gegenstände

（1999

）, 192; Giesler, in: Giesler/N
auschütt

（H
rsg.

）, aaO
., 463f..

（
41
）M

artinek

は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
る
。
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
に
雇
用
契
約
的
事
務
処
理
契
約
の
性
質
を
認
め
る
説
に
よ
れ
ば
、「
商
品
流
通

の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
法
は
、
核
心
に
お
い
て
、
中
間
流
通
法
に
属
す
る
。
す
な
わ
ち
、
流
通
法
と
も
流
通
契
約
法
と
も
呼
ば
れ
る
、
中
間
流
通
関

係
の
法
に
属
す
る
」（M
artinek, aaO

., 50

）。Em
m

erich

は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ン
グ
と
い
う
集
合
名
称
の
も
と

で
は
、
今
日
、
多
様
な
形
態
の
流
通
シ
ス
テ
ム
が
包
含
さ
れ
て
い
る
。
…
…
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ン
グ
の
実
際
の
現
象
形
態
は
、
商
品
・
サ
ー
ビ
ス

の
製
造
・
販
売
に
関
連
し
、
か
つ
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
の
経
営
の
全
体
に
関
係
し
、
ま
た
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
が
製
造
し
販
売
す
る
製
品

も
し
く
は
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
に
だ
け
関
連
す
る
こ
と
が
あ
る
。」（Em

m
erich, in: J. von Staudingers K

om
m

entar zum
 Bürgerlichen 

Gesetzbuch m
it Einführungsgesetz und N

ebengesetzen Buch 2 Recht der Schuldverhältnisse

（N
eubearbeitung, 2005

）, 
V

orbem
. zu§

581 Rn. 138

）

（
42
）
「
中
間
流
通
契
約
」「
中
間
流
通
シ
ス
テ
ム
」
と
同
義
に
用
い
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、「
利
益
擁
護
的
中
間
流
通
契
約
〔Interessenw

ahrender 
A

bsatzm
ittlungsvertrag

〕」な
い
し「
利
益
擁
護
的
中
間
流
通
関
係
」と
い
う
語
も
あ
る
。
こ
の「
利
益
擁
護
的
」と
い
う
表
現
は
、フ
ラ
ン
チ
ャ

イ
ジ
ー
を
事
務
処
理
者
と
す
る
雇
用
契
約
的
事
務
処
理
契
約
の
性
質
が
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
上
述
の
と
お
り
、
ド
イ
ツ
法
で
は
、
Ｂ
Ｇ
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Ｂ
六
七
五
条
一
項
の
雇
用
契
約
的
事
務
処
理
契
約
を
識
別
す
る
の
は
、
事
務
受
託
者
が
事
務
委
託
者
の
利
益
を
擁
護
す
る
要
素
が
あ
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
事
務
処
理
契
約
の
性
質
が
あ
る
こ
と
が
「
利
益
擁
護
的
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
43
）M

artinek, aaO
., 67f.; H

öpfner, aaO
., 61f..

（
44
）
日
本
の
議
論
に
お
い
て
も
同
様
の
分
類
は
行
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
金
井
高
志
弁
護
士
が
、「
契
約
締
結
後
の
店
舗
開
店
に
あ
た
っ
て
の
指

導
・
援
助
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
経
営
体
開
設
・
編
入
義
務
と
し
て
の
給
付
、「
契
約
締
結
後
の
運
営
時
に
お
け
る
指
導
・
援
助
」
と
呼
ば
れ
る
も

の
が
経
営
支
援
義
務
と
し
て
の
給
付
に
あ
た
る
（
金
井
高
志
・
前
掲
書
五
三
四
頁
以
下
）。

（
45
）M

artinek, aaO
., 67f.; Canaris, aaO

., 300

（
な
お
、Canaris

は
こ
の
義
務
を
単
に
支
援
義
務
〔Förderungspflicht

〕
と
呼
ん
で
い
る
。）; 

H
öpfner, aaO

., 62.

（
46
）Canaris, aaO

., 301.

（
47
）
「
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
義
務
に
は
、
核
心
に
お
い
て
、
雇
用
契
約
の
法
的
性
質
が
あ
る
。」
な
ぜ
な
ら
、「
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
が
指
導
措
置
、

助
言
措
置
、
宣
伝
措
置
、
研
修
提
供
措
置
を
行
い
、
研
修
教
育
給
付
を
行
う
こ
と
に
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
六
一
一
条
の
意
味
で
の
雇
用
契
約
の
性
質
が
内

在
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。」M

artinek, aaO
., 69.  

も
っ
と
も
、M

artinek

は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
を

事
務
処
理
者
と
す
る
雇
用
契
約
的
事
務
処
理
契
約
の
要
素
が
、
ほ
か
の
要
素
（
と
く
に
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
を
労
務
給
付
義
務
者
と
す
る
雇
用
契

約
の
要
素
）
に
優
越
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
こ
れ
は
、Canaris

と
明
確
に
異
な
る
点
で
あ
る
。
詳
し
く
は
後
述
す
る
。

（
48
）「
要
約
的
に
述
べ
れ
ば
、フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
主
要
義
務
は
、一
方
で
支
援
措
置
の
提
供
に
あ
り
、他
方
で
、無
体
的
財
産
権
の
利
用
付
与
に
あ
る
。

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
が
独
立
に
指
示
に
拘
束
さ
れ
ず
に
提
供
す
る
助
言
援
助
の
た
め
の
継
続
的
措
置
は
、
六
一
一
条
一
項
・
二
項
の
意
味
で
の
労

務
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
は
、
一
方
で
、
強
く
、
雇
用
契
約
的
要
素
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
。」H

öpfner, aaO
., 63.

（
49
）M

artinek, aaO
., 69.

（
50
）Giesler, in: Giesler/N

auschütt

（H
rsg.

）, aaO
., 421f..

（
51
）Canaris, aaO

., 310.

な
お
、Canaris

は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
こ
の
要
素
に
、
用
益
賃
貸
借
契
約
の
法
的
性
質
を
認
め
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
後
述
す
る
。

（
52
）Cebulla, aaO

., 195.

（
53
）
「
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ン
グ
の
特
別
性
は
、商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
販
売･

提
供
に
あ
る
の
で
は
な
い
。」
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ン
グ
の
特
別
性
は
、「
商
品
・
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サ
ー
ビ
ス
の
流
通
の
基
礎
に
あ
る
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
。」「
両
当
事
者
間
に
お
い
て
は
、
コ
ン
セ
プ
ト
と
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
を
独
立
性
に

向
け
て
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
給
付
で
あ
る
。
経
営
上
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、
店
舗
開
設
の
際
の
支
援
、
契
約

存
続
中
の
支
援
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
が
、
加
盟
金
・
継
続
的
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
対
価
す
な
わ
ち
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
を
支
払
い
、
統
一
の
強
制
に

服
す
る
こ
と
の
理
由
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
は
、
し
た
が
っ
て
、
用
益
賃
貸
借
契
約
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
シ
ス
テ

ム
の
用
益
賃
貸
借
と
呼
ば
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。」M

öller, A
cP 203

（2003

）, 319, 333.

（
54
）Forkel, ZH

R 153

（1989

）, 511, 537ff..

（
55
）
Ｂ
Ｇ
Ｂ
で
は
、
有
償
で
特
定
の
契
約
目
的
物
を
使
用
す
る
権
利
を
発
生
さ
せ
る
契
約
の
う
ち
、
目
的
物
が
有
体
物
で
あ
り
、
か
つ
、
借
主
に
使

用
の
権
利
を
与
え
る
も
の
だ
け
が
使
用
賃
貸
借
契
約
〔M
ietvertrag

〕
で
あ
り
、
目
的
物
に
関
し
て
借
主
が
使
用
だ
け
で
な
く
収
益
の
権
利
を
も

取
得
す
る
も
の
、
ま
た
は
、
有
体
物
以
外
の
物
を
目
的
物
と
す
る
も
の
は
用
益
賃
貸
借
契
約
〔Pachtvertrag

〕
で
あ
る
と
さ
れ
（
右
近
健
男
編
・

前
掲
書
一
五
五
頁
（
松
岡
宏
興
執
筆
）、
二
九
〇
頁
（
村
田
博
史
執
筆
）。M

edicus/Lorenz, aaO
., 152, 190f.

）、
両
者
は
区
別
し
て
規
定
さ
れ

て
い
る
。
用
益
賃
貸
借
契
約
に
お
け
る
契
約
対
象
は
、
単
に
「
目
的
物
〔Gegenstand

〕」
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
は
、
有
体
物
だ
け
で

な
く
権
利
、
店
舗
・
事
業
経
営
や
そ
の
一
部
な
ど
、
果
実
・
収
益
を
生
み
出
す
あ
ら
ゆ
る
客
体
が
含
ま
れ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
（
右
近
健
男
編
・

前
掲
書
二
九
六
頁
（
村
田
博
史
執
筆
）。M

edicus/Lorenz, aaO
., 191.

）。
そ
れ
ぞ
れ
の
定
義
を
示
す
条
文
を
訳
出
し
て
お
く
。

五
三
五
条　

使
用
賃
貸
借
契
約
の
内
容
お
よ
び
主
要
義
務

（
一
）　

使
用
賃
貸
借
契
約
に
よ
り
、
使
用
賃
貸
人
は
、
使
用
賃
借
人
に
、
賃
貸
借
の
期
間
中
、
賃
借
物
〔M

ietsache

〕
の
利
用
を
供
与
す
る

義
務
を
負
う
。
使
用
賃
借
人
は
、
賃
借
物
を
契
約
で
定
め
た
使
用
に
適
し
た
状
態
で
使
用
賃
借
人
に
委
ね
、
か
つ
、
賃
貸
借
の
期
間
中
に
、
賃

借
物
を
こ
の
状
態
に
保
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
使
用
賃
貸
人
は
、
賃
借
物
に
基
づ
く
負
担
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
二
）　

使
用
賃
借
人
は
、
使
用
賃
貸
人
に
、
合
意
さ
れ
た
賃
料
を
支
払
う
義
務
を
負
う
。

五
八
一
条　

用
益
賃
貸
借
の
契
約
類
型
上
の
義
務

（
一
）　

用
益
賃
借
人
は
、
用
益
賃
貸
借
契
約
に
よ
り
、
賃
貸
借
の
期
間
中
、
用
益
賃
借
人
に
賃
借
目
的
物
〔verpachteten Gegenstand

〕
の

使
用
を
供
与
し
、
か
つ
、
正
常
な
経
営
の
法
則
に
従
っ
て
収
益
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
限
り
、
果
実
の
収
取
を
供
与
す
る
義
務
を
負
う
。
用

益
賃
借
人
は
、
用
益
賃
貸
人
に
、
合
意
さ
れ
た
賃
料
を
支
払
う
義
務
を
負
う
。

（
二
）　

農
地
用
益
賃
貸
借
を
除
く
用
益
賃
貸
借
に
つ
い
て
は
、
第
五
二
八
条
な
い
し
第
五
八
四
条
ｂ
に
よ
り
異
な
る
結
果
が
生
じ
な
い
限
り
、



二
六
八

使
用
賃
貸
借
に
関
す
る
規
定
を
準
用
す
る
。

（
56
）Cebulla, aaO

., 199; M
öller, aaO

., 333.
（
57
）H

öpfner, aaO
., 67f.; Giesler, in:  Giesler/N

auschütt 

（H
rsg.

）, aaO
., 382f.; Peukert, A

cP 205

（2005

）, 430, 474. V
gl. Em

m
erich, 

in: aaO
., V

orbem
. zu§

581 Rn. 142ff.; M
öller, aaO

., 325

（
そ
れ
ぞ
れ
、
混
合
契
約
と
理
解
す
る
学
説
が
多
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。）.

（
58
）
本
文
で
挙
げ
た
も
の
の
ほ
か
、von H

oyningen-H
uene

の
見
解
も
非
限
定
的
混
合
契
約
説
に
近
い
。
同
説
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
（von 

H
oyningen-H

uene, in: Schm
idt

（H
rsg.

）, M
ünchener K

om
m

entar zum
 H

andelsgesetzbuch

（3. A
ufl., 2010

）, V
orbem

. zu§
84 

Rn. 18

）。「
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
は
、
法
律
上
規
定
が
さ
れ
て
い
な
い
契
約
で
あ
り
、
法
定
の
ど
の
契
約
類
型
に
も
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
は
、
類
型
の
混
合
契
約
で
あ
っ
て
、
労
務
給
付
の
要
素
（
六
七
五
条
の
意
味
で
の
事
務
処
理
契
約
）
を
優
越
的
な

要
素
と
し
て
伴
う
継
続
的
債
権
関
係
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。」

（
59
）Gitter, aaO

., 493ff..

（
60
）Gitter, aaO

., 496f..

（
61
）Giesler, in: Giesler/N

auschütt
（H

rsg.

）, aaO
., 382f..

（
62
）Giesler, in: Giesler/N

auschütt

（H
rsg.

）, aaO
., 389ff., 398ff..

（
63
）
し
た
が
っ
て
、Giesler

説
は
、「
標
準
的
位
置
づ
け
」
の
枠
内
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
に
つ
い
て
は
、
限
定
的
混
合
契
約
説
に
分
類
し
う
る
。

（
64
）
こ
の
性
質
づ
け
は
、フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
に
、事
務
処
理
契
約
規
定
を
根
拠
と
す
る
義
務
を
課
し
、利
益
擁
護
義
務
を
課
す
可
能
性
を
も
た
ら
す
。

実
際
に
、Giesler

は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
六
七
五
条
一
項
・
六
六
七
条
を
根
拠
に
し
て
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
に
、
購
入
利
益
の
引
渡
を
義
務
づ
け
る
こ
と

を
試
み
、
ま
た
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
が
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
か
ら
徴
収
す
る
宣
伝
プ
ー
ル
金
の
管
理
に
つ
い
て
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
は
利
益

擁
護
義
務
を
負
う
と
主
張
し
て
い
る
。Giesler

の
こ
の
見
解
の
一
部
は
、
拙
稿
・
前
掲
「
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
購
入
利
益
を
め

ぐ
る
法
的
処
理
」
法
学
新
報
一
二
〇
巻
一
一
＝
一
二
号
九
頁
以
下
で
紹
介
し
た
が
、
再
度
別
稿
で
も
取
り
上
げ
る
。

（
65
）M
artinek

説
に
お
け
る
形
態
別
分
類
の
訳
語
は
、
小
塚
荘
一
郎
・
前
掲
書
四
九
頁
以
下
に
従
っ
た
。M

artinek

説
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙

稿
「
特
徴
と
解
消
（
二
）」
法
学
新
報
一
〇
五
巻
一
〇
＝
一
一
号
七
三
頁
以
下
参
照
。

（
66
）
こ
れ
は
、
具
体
的
に
は
、
代
理
商
・
特
約
店
の
こ
と
で
あ
る
。

（
67
）M

artinek, aaO
., 57ff..



二
六
九

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
法
的
性
質
（
総
論
的
考
察
）（
髙
田
）

（
68
）M

artinek, aaO
., 62f..

（
69
）M

artinek, aaO
., 66.

（
70
）M

artinek, aaO
., 78ff..

（
71
）
こ
の
形
態
が
、
ド
イ
ツ
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ン
グ
の
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
と
い
う
。

（
72
）
共
同
型
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ン
グ
お
よ
び
合
同
型
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ン
グ
は
、
ド
イ
ツ
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ン
グ
の
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
を
占

め
る
と
い
う
。

（
73
）
す
な
わ
ち
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
と
個
別
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
の
二
当
事
者
を
構
成
員
と
す
る
組
合
契
約
関
係
が
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
の

数
だ
け
、
平
行
的
に
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
。

（
74
）
こ
こ
に
お
け
る
出
資
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
に
関
し
て
は
販
売
促
進
の
給
付
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
に
関
し
て
は
経
営
体
開
設
・
編

入
お
よ
び
経
営
支
援
の
給
付
で
あ
る
（
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
が
享
受
す
る
利
益
分
配
に
あ
た
る
）
と
い
う
。

（
75
）
す
な
わ
ち
、
一
つ
の
チ
ェ
ー
ン
に
お
い
て
、
全
関
係
者
を
構
成
員
と
す
る
一
つ
の
組
合
契
約
関
係
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
。

（
76
）
合
同
型
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ン
グ
に
お
い
て
は
、
チ
ェ
ー
ン
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
の
統
一
性
、
共
同
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
競
争
行
為
の
統
一
性
、

シ
ス
テ
ム
の
安
定
性
は
、
関
係
者
を
構
成
員
と
す
る
協
議
機
関
に
お
け
る
決
定
と
い
う
全
体
的
意
思
に
基
づ
く
と
い
う
。

（
77
）
以
下
、
本
稿
に
お
い
て
、M
artinek

の
主
張
に
関
す
る
限
り
、
と
く
に
断
ら
な
い
場
合
は
、「
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
」
と
は
、「
従
属
型
フ
ラ

ン
チ
ャ
イ
ジ
ン
グ
に
お
け
る
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
」
を
指
す
。

（
78
）M

artinek, aaO
., 67ff.; 102f..

（
79
）H

öpfner, aaO
., 44ff., 60ff.. M

artinek

説
と
の
違
い
は
、H

öpfner

説
で
はM

artinek

説
の
よ
う
な
形
態
別
分
類
論
は
採
用
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
、
お
よ
び
、M

artinek

説
と
異
な
り
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
を
事
務
処
理
者
と
す
る
雇
用
契
約
的
事
務
処
理
契
約
の
要
素
に
優
越
的
重
要
度

を
認
め
て
い
な
い
、
と
い
う
点
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

（
80
）
な
お
、K

arsten Schm
idt

の
見
解
も
こ
の
立
場
に
近
く
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（K

arsten Schm
idt, H

andelsrecht

（5. A
ufl., 

1999

）, 766

）。

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
は
、「
支
配
的
な
要
素
と
し
て
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
六
七
五
条
の
意
味
で
の
事
務
処
理
に
あ
た
る
）
労
務
給
付
要
素
を
伴
う
混
合

契
約
で
あ
っ
て
、
継
続
的
債
権
関
係
を
基
礎
づ
け
、
同
時
に
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
が
構
築
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
へ
、
フ
ラ
ン
チ
ャ



二
七
〇

イ
ジ
ー
が
ラ
イ
セ
ン
ス
類
似
的
に
参
加
す
る
こ
と
を
基
礎
づ
け
る
契
約
」
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
給
付
に
関
し
て
は
、
契
約
の
内
容
構

成
に
よ
っ
て
、
雇
用
契
約
、
請
負
契
約
、
用
益
賃
貸
借
契
約
、
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
、
売
買
契
約
の
要
素
が
用
い
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
要
素
は
、

ど
れ
も
、
決
定
的
な
契
約
対
象
と
し
て
絶
対
化
さ
れ
え
な
い
。

（
81
）Em

m
erich, in: aaO

., V
orbem

. zu§
581 Rn. 147ff..

（
82
）
た
だ
し
、U

llm
ann

の
見
解
は
、
使
用
許
諾
さ
れ
る
対
象
を
、
広
く
、「
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
事
業
体
に
お
い
て
実
体
化
し
た
知
識
」
と
捉
え

る
点
で
、Em

m
erich

の
見
解
と
異
な
る
。
使
用
許
諾
の
こ
の
捉
え
方
は
、
後
述
のForkel

の
見
解
に
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
り
、U

llm
ann

の
見
解
は
、Forkel

の
見
解
と
と
も
に
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
説
と
し
て
分
類
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

（
83
）U

llm
ann, CR 1991, 193, 194ff..

（
84
）Canaris, aaO

., 300ff..

（
85
）
こ
れ
ら
の
見
解
は
、
後
述
す
る
。

（
86
）Forkel, aaO

., 516ff..

（
87
）
詳
し
く
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
（Forkel, aaO

., 533ff.

）。

指
示
・
監
督
の
権
利
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ン
グ
に
お
い
て
、
よ
り
強
く
現
れ
る
と
い
う
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
し
ば
し
ば
、
ほ
か
の
ラ
イ
セ

ン
ス
契
約
に
お
い
て
、
経
済
・
技
術
上
の
監
督
権
は
認
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ラ
イ
セ
ン
シ
ー
が
知
的
財
貨
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
べ
き

で
あ
る
と
し
た
ら
、
こ
れ
を
可
能
に
す
る
た
め
の
す
べ
て
の
こ
と
（
す
な
わ
ち
、
積
極
的
な
支
援
）
が
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
契
約

の
全
期
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
に
お
い
て
使
用
許
諾
の
対
象
と
な
る
知
的
財
貨
に
内
在
す
る
特
質

を
考
慮
し
た
結
果
に
す
ぎ
な
い
。
企
業
の
知
的
側
面
と
い
う
知
的
財
貨
的
対
象
は
、
動
態
性
と
不
可
分
で
あ
り
、
企
業
的
活
動
が
な
け
れ
ば
、
企

業
に
含
ま
れ
る
知
的
対
象
は
即
時
に
瓦
解
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
か
ら
、
積
極
的
行
為
義
務
が
、
両
当
事
者
に
課
せ
ら
れ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
は
、
ほ
か
の
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
と
比
べ
て
、
段
階
的
な
偏
差
が
あ
る
と
い
う
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。

（
88
）
詳
し
く
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
（Forkel, aaO

., 537f.
）。

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
に
事
務
処
理
契
約
の
要
素
を
持
つ
と
い
うM

artinek
の
見
解
は
、
そ
れ
自
体
は
支
持
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
実
際
に
、

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ン
グ
は
、
利
益
擁
護
関
係
で
あ
る
。
す
べ
て
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
は
、
独
立
の
事
業
者
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
フ
ラ
ン
チ
ャ

イ
ザ
ー
の
事
業
者
的
コ
ン
セ
プ
ト
に
従
う
義
務
を
負
い
、
同
時
に
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
利
益
に
配
慮
す
る
義
務
を
負
い
、
そ
の
利
益
を
同
時



二
七
一

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
法
的
性
質
（
総
論
的
考
察
）（
髙
田
）

に
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
状
況
も
、
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
に
お
い
て
よ
く
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
と
相

容
れ
な
い
も
の
で
は
な
い
。

（
89
）
先
に
述
べ
た
と
お
り
、
用
益
賃
貸
借
契
約
で
は
、
用
益
賃
貸
人
が
提
供
す
る
契
約
対
象
が
有
体
物
に
限
定
さ
れ
な
い
た
め
、
ノ
ウ
ハ
ウ
な
い
し

シ
ス
テ
ム
と
い
う
無
体
的
な
知
的
財
貨
の
使
用
許
諾
の
要
素
を
重
視
す
る
見
解
に
と
っ
て
は
、
契
約
対
象
を
狭
く
限
定
し
な
い
用
益
賃
貸
借
契
約

の
契
約
類
型
が
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
を
把
握
す
る
も
の
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
90
）Cebulla, aaO

., 192ff..

（
91
）M

öller, aaO
., 323ff..

（
92
）
本
文
で
挙
げ
た
も
の
の
ほ
か
、D

ickersbach

の
見
解
（D

ickersbach, in: W
esterm

ann/Grunew
ald/M

aier-Reim
er

（H
rsg.

）, Erm
an 

Bürgerliches Gesetzbuch Bd. I

（13. A
ufl., 2011

）, V
or§

581 Rn. 19f.

）  

も
独
自
の
種
類
の
契
約
説
に
近
い
。
同
説
に
よ
れ
ば
、
フ
ラ
ン

チ
ャ
イ
ズ
契
約
に
お
い
て
は
、
用
益
賃
貸
借
・
雇
用
契
約
・
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
・
ノ
ウ
ハ
ウ
契
約
、
場
合
に
よ
っ
て
請
負
契
約
・
組
合
の
要
素
が

組
合
わ
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
個
別
の
要
素
の
ど
れ
が
重
要
か
は
個
別
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
内
容
に
依
存
す
る
の
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
チ
ャ

イ
ズ
契
約
は
、
法
律
に
規
定
さ
れ
た
ど
の
契
約
類
型
に
も
位
置
づ
け
ら
れ
な
い
と
い
う
。
ま
た
、
先
に
「
非
限
定
的
混
合
契
約
説
」
に
位
置
づ
け

たGitter

の
説
も
、「
個
別
の
契
約
内
容
を
取
り
出
す
こ
と
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
と
い
う
発
想
の
全
体
的
意
図
を
破
壊
し
、
契
約
目
的
を
変
容

し
か
ね
な
い
程
度
に
ま
で
い
た
っ
て
い
る
。」
と
し
て
い
る
の
で
、
実
質
的
に
は
独
自
の
種
類
の
契
約
説
に
近
い
。

（
93
）Skaupy, BB 1969, 114f..

（
94
）Behr, D

er Franchisevertrag Eine U
ntersuchung zum

 Recht U
SA

 m
it vergleichenden H

inw
eisen zum

 deutschen Recht

（1976

）, 47ff., 141f.  Behr

に
よ
れ
ば
、
売
買
契
約
説
は
、
多
く
の
援
助
・
研
修
義
務
・
監
督
権
・
指
示
権
を
伴
う
継
続
的
関
係
、
販
売
組
織
へ

の
編
入
に
よ
っ
て
生
じ
る
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
の
事
実
上
の
従
属
性
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
販
売
政
策
へ
の
従
属
を
無
視
し
て
し
ま
う
。
代
理

関
係
・
エ
イ
ジ
ェ
ン
シ
ー
説
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
に
お
い
て
は
通
常
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
に
代
理
権
が
生
じ
な
い
こ
と
、
エ
イ

ジ
ェ
ン
シ
ー
と
は
異
な
り
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
は
、
相
手
方
の
利
益
の
た
め
に
行
動
す
る
立
場
に
な
い
こ
と
か
ら
不
適
切
で
あ
る
と
い
う
。
組

合
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
が
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
に
存
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
が
前
提
と
す
る
共
同
所
有
関
係
お
よ
び
そ
れ
に
伴

う
平
等
な
監
督
権
が
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
に
は
存
せ
ず
、
む
し
ろ
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
が
、
店
舗
経
営
の
実
行
・
利
用
に
供
さ
れ
た
権
利
・

知
的
財
貨
の
利
用
に
関
し
て
、
一
方
的
な
監
督
権
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
。
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
説
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に
つ
い
て
は
、
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
の
要
素
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
全
体
の
一
部
を
形
成
す
る
に
過
ぎ
ず
、
し
か
も
、
個
別
の
事
案
で
は
、
当

該
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
持
た
な
い
場
合
も
あ
る
と
い
う
問
題
を
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
、
事
務
処
理
契
約
説
に
つ
い
て

は
、
事
務
処
理
契
約
の
性
質
を
認
め
た
と
こ
ろ
で
、
事
務
処
理
に
関
す
る
法
律
準
則
の
ご
く
一
部
し
か
参
照
に
さ
れ
え
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
そ

の
よ
う
な
説
は
議
論
を
進
展
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
、
こ
れ
を
退
け
て
い
る
。

（
95
）
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
を
め
ぐ
る
法
律
問
題
が
、
従
来
の
契
約
類
型
か
ら
完
全
に
切
り
離
さ
れ
て
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る

と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
売
買
法
の
準
則
・
代
理
商
法
の
準
則
、
ほ
か
の
契
約
類
型
の
準
則
も
適
用
可
能
で
あ
っ
て
、
た
だ
し
、
既
知
の
契
約
類

型
の
準
則
を
取
り
入
れ
る
際
に
は
、
そ
の
準
則
の
基
礎
と
さ
れ
て
い
る
利
益
状
況
と
問
題
と
な
っ
て
い
る
事
態
の
利
益
状
況
を
慎
重
に
比
較
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
、
と
い
う
（Behr, aaO

., 142

）。

（
96
）
こ
の
判
決
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
に
基
づ
い
て
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
の
支
払
請
求
権
を
得
た
と
す
る
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
主
張
に
対
し
、
フ

ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
が
契
約
上
の
義
務
を
履
行
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か（
履
行
し
て
い
な
い
と
し
た
ら
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
側
に
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ

の
支
払
拒
絶
権
が
生
じ
る
の
で
は
な
い
か
）、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
の
支
払
義
務
を
定
め
る
契
約
条
項
が
約
款
規
制
に
よ
り
無
効
で
は
な
い
か
、
等

が
争
わ
れ
た
事
案
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
原
審
判
決
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
踏
み
込
ん
だ
判
断
を
行
い
（
原
審
判

決
に
よ
れ
ば
、「
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
と
は
、
確
か
に
、
混
合
契
約
な
い
し
結
合
契
約
で
あ
り
─
─
個
別
の
内
容
構
成
に
よ
る
が
─
─
ラ
イ
セ
ン

ス
契
約
、
ノ
ウ
ハ
ウ
契
約
、
代
理
商
契
約
の
要
素
、
事
務
処
理
契
約
、
賃
貸
借
契
約
、
オ
プ
シ
ョ
ン
契
約
、
融
資
契
約
の
要
素
、
労
務
給
付
の
要

素
を
伴
う
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
共
通
す
る
目
的
は
、
第
一
に
、
販
売
促
進
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
販
売
促
進
と
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー

の
中
央
管
理
的
販
売
組
織
に
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
を
継
続
的
に
編
入
す
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
」。）、
そ
の
法
定
性
質
決
定
に
よ
れ
ば
、
フ
ラ

ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
が
支
払
う
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
ど
の
義
務
と
対
価
関
係
に
立
つ
か
は
確
定
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
う

す
る
と
、
そ
も
そ
も
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
特
定
の
義
務
の
不
履
行
を
証
明
す
る
こ
と
で
対
価
と
し
て
の
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
の
不
発
生
を
主
張
し

た
り
、
対
価
に
関
す
る
契
約
条
項
の
不
当
性
を
主
張
し
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
判
断
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
は
、
本
判
決
に
お

い
て
、
原
審
判
決
を
破
棄
し
、
原
審
判
決
が
し
た
よ
う
な
法
的
性
質
に
関
す
る
「
一
般
的
考
察
が
支
持
さ
れ
る
べ
き
も
の
か
否
か
に
つ
い
て
は
、

判
断
す
る
必
要
が
な
い
」
と
し
た
。
そ
れ
は
、
原
審
判
決
は
、
両
当
事
者
間
に
締
結
さ
れ
た
契
約
の
捉
え
方
に
関
し
て
、
当
該
契
約
か
ら
は
離
れ

て
特
定
の
見
解
を
採
用
し
て
そ
れ
以
外
の
見
解
を
無
視
し
た
た
め
、「
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
ど
の
給
付
義
務
が
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
毎
月
の

ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
請
求
権
と
対
価
関
係
に
立
つ
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
十
分
な
確
認
が
行
わ
れ
て
い
な
い
」
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
す
な
わ
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フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
法
的
性
質
（
総
論
的
考
察
）（
髙
田
）

ち
、
原
審
判
決
が
、
具
体
的
な
当
該
契
約
の
権
利
義
務
内
容
を
個
別
に
検
討
し
な
い
ま
ま
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
に
つ
い
て
一
般
的
な
法
的
性

質
決
定
を
行
い
、
そ
れ
を
当
該
契
約
に
そ
の
ま
ま
あ
て
は
め
て
し
ま
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
は
、
個
別
の
合
意
に
よ
り
両
当
事

者
が
ど
の
よ
う
な
義
務
・
反
対
給
付
義
務
を
負
担
し
た
か
を
、
両
当
事
者
の
主
張
・
立
証
に
基
づ
い
て
確
定
す
る
べ
き
で
あ
る
と
し
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
が
原
審
判
決
の
法
定
性
質
の
判
断
に
つ
い
て
評
価
を
し
な
か
っ
た
の
は
、
訴
訟
の
本
来
の
対
象
で
あ
る
べ
き
当
該
契
約
の

権
利
義
務
を
個
別
的
に
検
討
せ
ず
に
、
事
案
か
ら
離
れ
た
一
般
的
法
定
性
質
決
定
を
行
っ
た
原
審
判
決
の
手
法
が
不
適
切
で
あ
る
と
い
う
理
由
に

よ
る
。
事
案
か
ら
乖
離
し
た
一
般
的
・
抽
象
的
法
的
性
質
決
定
を
行
っ
た
こ
と
自
体
が
不
適
切
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
当
該
契

約
に
つ
い
て
個
別
的
に
契
約
内
容
を
認
定
し
た
上
で
法
的
性
質
を
論
じ
る
こ
と
が
無
意
味
と
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
を
要
す
る
。

（
97
）
も
っ
と
も
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
は
、
代
理
商
法
条
文
の
類
推
適
用
や
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
誠
実
義
務
に
関
す
る
準
則
の
適
用
が
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約

に
認
め
ら
れ
る
か
を
論
じ
、
こ
れ
を
肯
定
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
と
代
理
商
契
約
な
い
し
特
約
店
契
約
と
の
類
似
性
が

認
め
ら
れ
て
お
り
（
拙
稿
「
特
徴
と
解
消
（
二
）」
法
学
新
報
一
〇
五
巻
一
〇
＝
一
一
号
八
〇
頁
以
下
参
照
）、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ

ジ
ー
を
事
務
処
理
者
と
す
る
雇
用
契
約
的
事
務
処
理
契
約
の
性
質
が
あ
る
こ
と
は
、
明
示
的
に
は
示
さ
れ
な
い
も
の
の
、
前
提
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
論
じ
る
。

（
98
）Giesler

は
、フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
一
般
に
つ
い
て
は
、非
限
定
的
混
合
契
約
説
で
あ
る
が
、「
標
準
的
位
置
づ
け
〔Standardzuordnung

〕」

の
枠
内
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
に
つ
い
て
は
、
そ
の
特
徴
的
な
法
的
性
質
を
特
定
的
に
論
じ
て
い
る
。
同
説
は
、「
標
準
的
位
置
づ
け
」
の
枠
内

の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
に
つ
い
て
は
、
限
定
的
混
合
契
約
説
で
あ
る
。

（
99
）
も
っ
と
も
、
多
数
説
の
中
で
も
、M

artinek

は
、
独
自
の
形
態
別
分
類
論
を
主
張
し
、
雇
用
契
約
的
事
務
処
理
契
約
の
性
質
を
持
た
な
い
フ
ラ

ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
タ
イ
プ
も
認
め
て
い
る
。

（
100
）
同
判
決
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
る
。
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
は
、
当
該
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
事
業
を
行
う
こ
と
で
「
利
益
を
挙
げ
る
と
い
う
経
済

的
利
益
を
追
求
」
し
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
「
コ
ン
セ
プ
ト
の
市
場
化
、
お
よ
び
、
そ
の
事
業
の
拡
大
と
い
う
目
的

を
追
求
し
て
い
る
。」

（
101
）
②
判
決
は
、
そ
の
よ
う
な
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
が
存
す
る
こ
と
を
明
確
に
認
め
た
。

（
本
学
教
授
）


